
5

解

題

淇

園
詩

話

　
　

一
卷

　

　

　

　

皆

川

　
愿

著

　

皆

川

愿
、字

は

伯

恭
、淇

園

と

號

す
、又
、有

斐

齋
、
〓
齋

の

號

あ
り

、通
稱

は

文

藏
、京

師

の
人

な
り

、

年

甫

め

て

十

五
、韓

客

を

見

て
、席

上

に

唱

和

す
、韓

客

そ

の

工

を

嘆

ぜ
り

、後

ち

一
家

の
學

を

成

せ

り
、弟

子

門

籍

に

上

る

も

の

三

千

餘

人
、臺

閣

諸

公

の

弟

子

の

禮

を

執

る

も

の
甚

衆

し
、

而

し

て
平

戸

侯

最

も

敬

重

せ
り

、文

化

四

年

五

月

十

六

日

歿

す
、年

七

十

四
。

　

此

書

一
に

盛

唐

を

以

て

標

準

と

せ
り

、而

し

て

其

自

言

に

曰

く
、詩

は
體

裁
・格

調
・精

紳

の

三

者

相

須

つ

て

始

め

て

完

壁

と

な

る
、而

し

て

精

神

は

又

三

者

の

總

要
た
り

と
、是

れ

以

て
其

の

書

の

内

容

を

推

す

べ

し
。
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が
　
　
ぐ
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ム
テ
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余

嘉
二時

人

稍

知
ワ悪
二明

人

王

李

七

子

之

輕

佻

牽

強
焉

、而

病
其

繊

翡

鄙

細
、

　

　

エ

ク
テ

　

　

　

　
　
ニ

　
　
レ

　

　

　

　
ノ

ノ

ル

　

　
　　

　
ハ

　

日

趨

二於

衰

晩

之

氣

一也

、夫

王

李

數

人

所

レ得

於

唐

唱者

、獨

結

構

字

句

之

問

而

　

　

　

　

　

　

　

ハ

シ

タ

　
　
ル
ヘ

チ

　
　
ま

シ

　

　

　

　

　

　
　

チ

テ

ツ

と

ヨ

　

已

、其

祕

韻

風

情

、無

二復

所

"容

γ力

、則

漫

作

支

離

散

渙

不

了

之

語

↓以

當

v之

、時

　

　

　

　

　

シ
　
テ
　

リ
　
　
　
チ
　

コ　

シ
　
ト
　

ク
　

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
コ　
　
　
ス

　

陸

梁

喜

調
、強

張
氣

勢

以

作
v大

欺
γ入
、輕

薄

之

徒

從

而

影

附
、風

靡

末

流

之

　

　

　

ソ
ポ
　
ル
　
　
　
　
ル
ま　
　ル
　
　
サ
　
　チ
　
　ハ　
　ト
ノ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ　
　
　
　
レ
メ
　
ム
ラ
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
ソ
フ
ゆ
　　　
ま

　

弊

、
殆

至

二于

有

τ不

v成

γ語

者

、職

七

子

遺

禍

也

、今

既

能

知

γ惡

レ之

、則

何

不

閏易

γ之

　

　

ヒ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヂ
　

　

ナ
ニ

　

　

　

　

シ
　

　

　

　

　

　

　

隠

　

以

こ盛

唐

諸

公

風

紳

格

調

沈

實

優

柔

者

一乃

可

、而

又

附

訓
同

閏

季

頽

風

倦

俗

嚇

　

　

テ

ラ

プ

ハ

ゾ

　

　

　

　
コ

リ

　

　
　

テ

ス

　

　

　

　
ノ

ト

ル

　
　

ソ

ヰ
テ

ル

　

以

自

喜

者

何

也
、世

道

日

降

、文

章

隨

汚
、雖

一則

理

勢

所
τ然
、亦

得
γ莫

非

指

導

　

　

ク
　　　

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ソ
　
　
ノ
　
　
ク
ル
　
　
　　　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
ノ
　
　
ヂ
　
　
ニ
　
　
フ
　
　
テ
　
　

ぐ
　
　

テ
　
　
ル
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル
チ

　

乖

ツ方

乎
、余

性

薄

劣

其

於

v詩

最

不

レ嫺
、而

好

時

言
v之
、但

以
卞出

二於

己
一者

拙

陋
よ

　

　

　

　

　

ヲ

ヤ
ラ
ル
し
コ

ニ

ニ

ぐ

メ

　

　

チ

　

　

　

シ
テ

　
フ

や

　
　
ヂ

　

也

、言

不

レ足

V信

二
于

世

嚇試

問

出

其̀

一

二

「則

人

皆

俯

而

笑

、余

亦

董

下與

二輕

俊

子

　

　

　

ス
ルチ
　
　
　テ
　
　
　
　
　
　
　
　ヒ
　
　
　
　
ノ
　
　
ヘ　
　
　
　
チ
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
テ
　
　ル
　
　
ニ

　

弟

一衡

中錙

銖

於

小

技

炉輒

不

V畢

二其

説

一而

止

、此

歳

冬

得

レ暇

歸

γ京

、友

人

皆

川

伯

　

　

ト
ノ

ス

　

　

　
　

テ

　
　
ズ
ル

ラ

ニ

テ

　

　

　

　
ゴ

　

　

　
ス

チ

ノ

ね

テ

　
　
チ

ス

.
恭

首

示
二詩

話

一
養

其

談
詩

、特

於
精

紳

格

調

縫

縫

致

童

而

】
以
盛

唐

爲
軸

　

　

　

ト

　
　

ハ

　

ト
セ

ズ
ル

　

　

　

　

チ

リ

ケ

ハ

柵
　

標

準
錢

劉

以

下
、則

不
V屑
、其

論
二四

唐

之

品

及

明

人

之

失
衡

懸

度

設
、不
V失
昌

　

　

　

　

序
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日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

　

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ル
マ
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　ト
ノ

拗
　

罕

旦
黒

其

他

篇

章

之

體

裁

、與

二字

句

之

法

局

嚇至

乃

證

引

解

故

之

細

画皆

鑿

鑿

　

　

シ
　
　
ル
　
　
　
　
　
ケ
ル　
　
　
　
リ　　
　
　
　
　
　
　
セ
リ
　
　
　
　
　ソ
　
　
　
　
　ノ　
　
　ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

　

可

v據

、其

於

二詩

道

↓善

亦

盡

矣

、而

伯

恭

詩

高

古

雅

健

、以

領

斟
袖

後

進

嚇其

所

v言

、

　

　

　

　

　

　

　

ル

キ
ニ

　

　
　
ル

チ

ノ

　

　

　

　
ル

ノ

　
　
ヂ
ァ

　

　
　
ソ
おア

　
　
テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ル

　

　

　

　

　

ス
ル

州

乃

其

所

γ能

、則

非

V如

二余

之

取

V笑

比

一也

、則

余

知

下此

編

出

而

夫

悪

二王

李

一而

不

　

　

　

ラ

　
　
ルチ

　
　
ヲ

　
　
ソ

ニ

フ

チ

　
モ

　
　
ヲ
ソ

　

　

　
リ
シ
チ

ま

ラ

　

　
　

テ

テ

プ
コ

　

γ得

角

者

知

中方

向

上矣
、而

向

笑

余

者
、亦

知

昌其

言

之

不

讐天

悖

一矣

、余

是

以

喜

伯

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

蜜

　

　

ノ
　
　

　
　

チ
　
　ズ
　
　
　
　

ま
　
　
ニ
　

テ
　
　ノ
　
ス
ル
ニ
　
ラ
　
　
　
　ト
　
　
　
　
セ

.
恭

此

書

h非

淺

淺

嚇故

於

二其

屬

"序

也
、不

二復

辭

云
。辛

卯

十

二

月

東
讚

柴

邦

彦

撰

5



5

洪

園

詩

話

卒
安

　
皆

川
伯

恭

先

生

著

　

門

人

播

磨

園

　

修

筑

後

淡

輪

秉

　

　

　

　

　

　

罕

安

巖

垣

明

仝
狡

捌

夫

詩

有

體

裁

嚇有

昌格

調

有
昌精

紳
嚇而

精

紳

爲
驫三

物

之

總

要

∵葢

精

祕

不
v缺
、而

後

格

調

可
レ得
γ高
、體

裁

可

膨得
γ佳
、盛

唐

之

詩
、主
昌興

趣
門興

趣

亦

由
昌此

精

紳

"

而

出
、要
v認
昌此

所

コ在
、須
卞求
晒乏

冥

想

中

職而

後

得
凸之
、

　

　

　

　

　

ら

冥

想

者

何

也
、若
下聞
昌古

人

之

詩

葡

默
舮會

其
意
占、若
卞

觸

昌述

作

之

境

葡

潛
r
理

其
旨
亀、此

默

會

潛

理

之

問
、

總

名
v之

日
出冥

想
茹

何

求

精

紳

於

此

中
嚇葢

冥

想

幌

惚

之

間
、天

地

位

焉
、萬

物

備

焉
、隨
y餓

而

現
、隨

　

　

　

　

淇

園

詩

話

夫
れ
詩
に
體
裁
あ
り
、格
調
あ
り
、精
棘
あ
り
、而
し

て
精
祚
は
三

物
の
總
要
た
り
、葢
、精
帥
缺

け
す
し
て
、而
し
て
後
に
格
調
高
き

を
得
べ
し
、體
裁
佳
を
得
べ
し
、盛
唐
の
詩
は
、興

趣
を
主
と
す
、興

趣

も
亦
此
精
神
に
由
て
出
づ
、此
の
在
る
所

を

認
め
ん

と
要
せ

ぱ
、須
く
之
れ
を
冥
想
中
に
求
め
、而
し
て
後

に

之
れ
を

得
べ
し
、

冥
想
と
は
何
そ
や
、古
人
の
詩
を
聞
き

て
其
意

を

默

會
す
る
か

若
き
、述
作
の
境
に
觸
れ
て
而
し
て
其
旨

を

潛
理
す
る

が
若
き
、

此
默
會
濳
理
の
闇
、總
て
之
れ

を
名
け
て
冥
想
・と
日
ふ
、如
何

し

て
か
精
禪
を

此
中
に
求
め

ん
、葢
冥
想
祝
惚

の
聞
、天
地
位
し
、萬

物
備
は
る
、感
に
隨
て
現
し
、念
に
隨
て
攣
す
、此

感
念
を
主
る
者
、

帥
謂
は
ゆ
る
精
紳
な
り
、其
物
の
情
歌

を
靜

察
訂
觀
す
と
も
、葢

一



{晶…

日

本

詩

話

叢

書

魏
　

ゾ念

而

變

、主
畠此

域

念

著

、帥

所
v謂

精

紳

也
、靜
5察

訂
ヨ

5

蝉㏄…
厂ψ

觀

其

物

情

状
盡

與
苹

生

應
v外

之

作

璽

有
v不
v同
、

應
v外

之

作

用

者
、旋

轉

旋

易
、動

止

無
レ常
、而

無
瓢時

而

不
㌻存
、如
6冥

想

中

之

精

帥
「乃

不
v然
、亥

其

威

現

之

時
h其

人

必

須
雪繼
v志

緝
v意
、念

念

相

續
、以

執
.持

之

苡

觀
昌玩

之

嚇而

後

始

得
中長

存

上、此
其

異

也

、作

家

之

詩
、字

字

不
v離

昌此

境
嚇句

句

不
v違

此̀

界

嚇念

念

相

續
、以

執
頴持

之
「以

鼓
昌盪

之
h爲
昌歌

詩

h祝

兮

有
レ象
、惚

兮

有

『理
、於
v是

咏
v
Z

可
伊聽
、諷
v之

可
レ發
、而

拙

者

「

一
反
"此
、文

理

皆

失
、陰

陽

皆

訛
、不
v可
レ不
v知

也
。

凡

詩

之

篇

章

字

句
、皆

所
昌用

以

繼

緝

而

存

存
願者

也
、古

人

動

日
、篇

章

宇

句

各
,有

昌其

法
n以
v余

觀
v之
、

篇

章

字

句

何

嘗

賓
別

法
曲亦
皆

不
レ外
昌此

存
存

之

業
一爾
、學

者

筍

能

參
透

此

旨
晒則

於
出談
v詩

之

書
嚇皆

二

亭

生

外

に
應

す

る

の
作

用

と
、同

じ

か

ら

ざ

る

あ

り
、外

に
應

す

　

　

　

　

　

　
ぜ
　　　　　　　　　せ

る

の
作

用

は
、旋

轉

し
旋

易

る
、動

止

常

な

く

し

て
而

し

て

時

と

し

て
存

せ

ざ

る

こ
と

な

し
、冥

想

中

の
精

神

の
如

き

は

乃

然

ら

・す
.其

感

現

の
時

に

方

り

て
、其

人

必
須

く

志

を

穢

ぎ

意

を
緯

め

て
、念

々
相

續

ぎ
、
以

て
之

れ

を

執

持

し

以

て
之

れ
々

觀

玩

し
て

、

而

し

て
後

に
始

め

て

長
存

す

る

こ

と
を
得

べ

し
、此

れ
共

の
異

な

り

、作

家

の
詩

、字

々
此

境

を

離

れ
す

、句

々
此

界

に
違

は
す
、念

々
相

纃

で

以

て
之

れ
を

執
持

し
、以

て

之

れ

を
鼓

盪

し

て
、歌

詩

と
爲

る
、愧

と

し

て
象

あ

り
、惚

と

し

て

理

あ

り
、是

に

於

て
之

れ

を

咏

じ

て

聽

く

可
く

、之

れ

を

諷

じ

て
發

す

べ
し

、而

し

て

拙

き

者

は

】
々
此

に

反
す
、文

理
皆

失

ひ
、陰

陽

皆

訛

る
、知

ら

ざ

る

ぺ

か

ら

ざ

る
な

り

。

凡
、詩
の
篇
章
字
句
、皆

用
ひ
て
以
て
繼
緝
し
て
存

々
す
る
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

者
な
り
、古
人
動
も
す
れ
ば
日
、篇
章
字
句
各
其
法

あ

り
と
、余
を

以
て
之
れ
を
觀
る
に
、篇

章
字
句

何
ぞ
嘗

て
別

法
あ
ら
ん
、亦
皆

此
存

々
の
業
に
外
な
ら
ざ
る
の
み
、璽
者
苟
能
く

此
旨

を

參
透

せ
ぱ
、則
詩
を
談
す
る
の
書

に
於
て
、皆
以
て
、復

た
其
之
れ
を
讀

む
こ
と
を
求
む
る
を
待
た
ざ
る
べ
し
。



5捌

可
爾以

不
趣復

待

願其

求
ツ讀
レ之

矣
.

凡

詩

之

所
ゲ吟
、天

地

萬

物
、大

約

有
v四
、日

色
、日

腴
、

日

物
、日

位
、在
『易

日
5爻

等

物

交
一帥

亦

是

物

也
、而

此

四

者

之

別
、大

抵

從
v目

威

者

皆

色
、依
v醴

而

別

者

皆

腴
、因
γ有

而

玩

者

皆

物
、就
v在

爲
ジ
地

者

皆

位

也
、県

故

雖
昌秋

亳

之

末

門有

膨時

皆

爲

v位
、雖

畠虚

塞

之

無

物
嚇有
v時

乎

皆

可
γ言

昌之

色

状

門葢

駈
ヨ以

分

其

四

物

騨者

、其

本

在
v我
、而

初

不
v在
v彼

也
、而

言
γ之

之

法
、

勿
出塘

突
嚇勿
昌重

複

嚇勿
闢

而

又

盟

勿

闔

而

叉

閉
一勿

昌

有
v頭

而

無
ツ尾
、勿
自有
レ上

而

無
野下
、勿
轟俄

大

俄

小
笏

昌

言
γ彼

未
レ盤

而

遽

及
7此
、勿
出言
v外

未
v周

而

卻

及
7内
、

凡

如
v此

類

不
v遑
昌放

舉
嚇但

透

悟

者

拈

來

皆

是
。

凡

學
v作
v詩
、先

欲
隨多

誦
昌得

古

詩
嚇其

工

夫

有
v三
、
一

要
昌口

頭

朗

誦

來
嚇二

要
b將
雫其

所
.畠朗

誦

得

來
一之

詩

　
　
　
　
　

洪

園

詩

話

凡
、詩

の
吟

す
る
所
、天
地
萬
物
大
約
四

あ
り
、日
色
、日
状
、日
物

日
位
「易
に
在
り
て
爻
等
物
丈
と
日
ふ
、帥
亦
是

の
物
な
り
、而
し

て
此
四
の
者
の
別
、大
抵
目
に
從

つ
て
感
す
る
者
は
皆
色
、體
に

依
り
て
別
つ
者
は
皆
歌
、有
に
因
て
玩

ぶ
者

は
皆
物
、在

に
就
て

地
と
爲
る
者
は
皆
位

な
り
、是
故
に

秋
毫

の
末
と
雖
、時
あ
り
て

皆
位
と
な
る
、虚
室
の
無
物
と
雖
、時
あ
り
て
か
皆
之

れ

が

色
歌

を
言
ふ
べ
し
、葢
其
四
物
を
分
つ
所
以

の
者
は
、其
本
、我
に
在
り

て
、初
め
よ
り
彼
に
在
ら
さ
る
な
り
、而
し
て
之

れ
を
言

ふ
の
法

揩
突
な
る
勿
れ
、重
複
な
る
勿
れ
、闢
い
て
叉
開
く
こ

と

勿
れ
、闔

ぢ
て
叉
閉
つ
る
こ
と
勿
れ
、頭
あ
り

℃
尾
な
き

こ
と
勿
れ
、上
あ

ゆ
て

下
な

き

こ
と
勿
れ
、俄
に
大
俄
に
小
な
る
ζ
と
勿
れ
、彼
を

言
ふ
こ
と
未
だ
蠱
く
さ
す
し
て
遽
に
此
れ
に
及
ぶ
こ
と
勿
れ
、外

を
髯
ふ
こ
と
未
だ
周
か
ら
す
し
て
卻

つ
て
内
に
及
ぶ
こ
と
勿
れ

凡
、此
の
如
き
の
類
枚
擧
す
る
に
遑

あ
ら
す
、但
透

悟
す

る
者
拈

し
來
る
皆
是
な
り
。

凡
、詩
を
作
る
こ
と
を
學

ぶ
に
、先
、多
く

古
詩
を
誦
し
得
ん
こ
と

を
欲
す
、其
工
夫
三
あ
り
、
噌
に
は
ロ
頭
に
朗
誦
し
來
ら

ん

と
を

要
す
、
二
に
は
其
朗
誦
し
得
來
る
所
の
詩
意
景
象
、及
篇
章
闢
闔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
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日
本
詩

話

叢
書

意

景

象
、及

篇

章

闢

闔

之
法
転
而

默

存
在
診
心
、三
、要
.

就
昌心

頭

所
γ記

景

象

及

意

思
「而

別

與
レ之

擬

議

一

遍
』、不
。必
把
r筆

書

出
粕而

世
要
下在
昌心

頭
一運

思

擬

議

一
遍
畠、毎
ヴ誦
馳
一
詩
嚇必

下
轟此

三

段

工

夫
嚇至
レ積
昌多

篇
勤

而

後

始

自

去

作
昌自

已

之

詩
{仍

是

宛

然

古

人

之

聲

口
。

凡

詩

中

所
v言

之

景

象

意

思
、其

別

大

約

有
v二
、其

一
參

飄̀

忽

變

動

之

象

鰰者

是

也
、其

一
參
昌永

久

固

定

之

境

甲者

是

也

、參
昌飄

忽

之

象

一者
、其

風

雲

雪

月
、

倏

來

旋

滅
、其

色
。眩

爛
、使
彦親

聽

者
、意

想

爲
レ之

不

レ安
、驟
見

可
レ喜

而

久
レ之

生
驫壓

心
蔘

昌永

久

固

定

之

境

髀者

.其

山

川

草

木
、取
γ象

深

遠
、其

情

優

柔
、置
γ辭

不

隅促

急
嚇使
"親

聽

者

三

復

致
レ思

不
ジ巳
、此

是

立
y象

動

靜

之

別
、不
γ可
レ不
幽審

擇

鯑也
。

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

　
　

も
ワ

の
法
を
將
て
、而
し
て
默
存
し
て
心
に
在
ら
ん

こ
と

を
要
す
、三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め

に
は
心
頭
に
記
す
る
所
の
景
象
及
意
思
に
就

て
、別
に
之
れ
が
與

に
擬
議

}
遍
せ
ん
こ
と
を
要
す
、必
し
も
筆
を
把
り
て
書
き
出
さ

す
し
て
、但
に

心
頭
に
在
り

て
運
患
擬
議

一
遍
せ
ん

こ
と
を

要

す
、
一
詩
を
誦
す
る
毎

に
、必
此
の
三
段
の

工
夫
を
下
し
、多
篇
を

積
む
に
至
り
て
、而
し
て
後
に
始
め
て
自
ら
去
り
て
自
己
の
詩
を

作
れ
ば
、仍
是
れ
宛
然
た
る
古
人
の
聲

ロ
な
り
。

凡
、詩
中
言
ふ
所
の
景
象
意
思
、其
別
大
約

二
あ

り
、其

一
は
飄
忽

變
動

の
象
を
參
ふ
る
者
是
な
り
、其

}
は
永
久
固
定
の
境
を
參
ふ

る
者
是
な
り
、飄
忽
の
象
を
參

ふ

る
者
は
、且
ハ風
雲
雪
月
、倏
ち
來

り
旋
て
滅
し
、共
色
眩
爛
、醐
聽
す
る

者
を
し
て

意
想
此
れ

か
爲

に
安
か
ら
す
、驟
に
見

て
喜

ぶ
可
く
、而
し
て
之
れ

を
久

ふ
し
て

懸
心
を
生
せ
し
む
、永
久
固
定
の
境
を
參
ふ

る
者

は
、其
山
川
草

木
、象
を
取
る
こ
と
深
遠
、其
情
優
柔
に
し
て
、辭
を
置
く
こ
と
促

急
な
ら
す
、靦
聽
す
る
者
を
し
て
三
復
思
を
致
し
て
巳
ま
ざ
ら
し

む
、此
は
是
れ
象

を
立
つ
る

動
齧
の
別
、・審
に
擇
ぱ

ざ
る

べ
か
ら

ざ
る
な
り
。　
　
　
　

.
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精

祚

亦

有

"動

靜

之

別

昔

人

稱

、王

維

詩

申

有
v畫
、

畫

中

有
v詩

、自
伊有

嵩是

語

晒以

來
、世

人

效
レ顰
、毎
v見
"人

詩

句

巧
電寫

景

致

噸者
上、輙
贊
v之

以
γ如
v畫
、而

作
v詩

者

亦

當

昌其

鍛

句

煉

字

之

時

門務

要
覆

誤己

所
ヴ言

如
㌻畫
、

殊

不
γ知

王

維

佳

處

、本

不
膨吐
5於

日
ツ如
v畫
、且

日
レ如

畫
、未
レ如
臼

v逼
v眞

也
、葢

如
v畫

則

其

佳

處
、乃

未
v過
己

レ布

γ景

黜
レ色

之

美

門而

逼
レ眞

則

更

無

昌天

趣
茹

レ畫

即

共

布

置

結

構
、自

然

有
卞限
昌於

邊

幅

鱒之
患
夷、面

逼
財眞

帥

其

布

置

結

構
、自

然

有
昌雋

永

之

味
門有

鱒無

窮

之

思

∵有
昌活

動

之

機
「是

故

定

象

、莫

レ霊
尸
荷
v靜
、寓
昌糟
…
禪
嚇

莫

v善
"尚
v動
。

鍛

昌錬

句

字
門人

往

往

善

言

F之

、而

及
"叩
v之

以
舮其

所
d

以

鍛

錬

一之
故
轟、則

茫

然

莫

v辨
、殊

不
レ知

其

所
自以

必

用

嚼諞鍛

錬

一者
、亦

唯

象

與

昌精

神

一之

故

也
、葢

凡

作
レ詩

淇

園

詩

話

精
神
も
亦
動
静
の
別
あ
り
、昔
人
稱
す
、王
維

は

詩
中
に
畫
あ
り
.

畫
中
に
詩
あ
り
と
、是
語
あ

り
て
よ

り
以
來
、世
人
顰
に
效
ひ
、人

の
詩
句
、景
致
を
巧
寫

す
る
者
を
見

る
毎
に
、輙
、之
を
贊
す
る
に

書

の
如
き
を

以
て
す
、而
し
て
詩

を
作
る
者
も
、亦
其
鍛
句
煉
字

の
時
に
當
り
て
、務
め
て
已
が
言
ふ
所
を
し
て
畫
の
如
く
な
ら
し

む
る
を
要
す
、殊
に
知
ら
す
王
維

が
佳
處
、本
、畫
の
如
し
と

日
ふ

に
止
ら
す
鴇且
、盤
の
如
し
と
日
ふ
は
、未
だ
眞

に
逼
る
と

日
ふ
に

如
か
ざ
る
な
り
、葢
、書

の
如
く
な
れ

ば

則
其
佳
處
、乃
未
だ
景
を

布
き
色
を
點
す
る
の
美
に
過
ぎ
す
、而
し
て
眞

に
逼
る
は
、則
更

に
天
趣
を
兼
ぬ
、甕
の

如
き
は
帥
其
布
置
結
構
、自
然
に
邊
幅
に

限
ら
る
土
の
患
あ
り
、而
し
て
眞
に
逼
る
は

脚

其

布
置
結
構
、自

然
に
雋
永
の
味
あ
り

て
、無
窮
の
思
あ
り
、活
動
の
機
あ
り
、是

故

に
定
象
は
、靜
…を
省
ぶ
よ
り

善
き
は
な
し
、精
神
を

寓
す
る
は
、動

を
徇
ぶ
よ
り
善
き
は
な
し
。

句
字
を
鍛
錬
す

る
こ
と
、人
往

々
善
く

之
れ
を

言
ふ
、而
し
て
之

れ
を
叩
く
に
其
の
鍛
錬
す
る
所
以
の
故
を

以
て
す
る
に
及
ん
で

は
、則
茫
然
辨
す
る
こ
と
な
し
、殊
に
知

ら

す
、其
の
必
鍛
錬
を
用

ふ
る
所
以
の
者
は
、亦
嘩
象
と

精
紳
と
の
故
な
る
こ
と
を
、葢
、汎
、

五
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日

本

詩

話

叢

書

未
レ成
=

語
噛之

先
、必

立

以
μ象
、象

立

則

精

紳

寓

焉
、
・

而

其

爲
ジ
物

也
、窈

然

冥

然

倏

然

忽

然
、於
v是

心

爲

v之
生
昌哀

威
晒情

爲
v之

發
昌永

歎
嚇於
v是

文

辭

以

明
雛之

物

象
「和

聲

以

罕
昌其

所
ツ聽
、詩

蓋

於
ド是

乎

始

成
、是

故

其

語

未
v切
"物

象
鱒者
、必

改
昌造

之
「務

以

使
雄凱

切
嚇

其

文

未
レ當
昌物

象
一者
、必

換
昌易

之
門務

以

使
呂允

當
「此

古

入

鍛

句

錬

字

之

要

旨

也
、然

學

者

晩

進

或

不

v能
レ審
"此
義
噛篇

章

字

句

不
v論
權

衡
「妄

改

妄

換
、
一

取
昌綺

麗
嚇不
v知

其

卻

以

累
昌全

篇
一也
、而

獪

自

謂

善

鍛

錬

矣
h我

不
v知

其

嘗

點
昌幾

黄

金
苡

爲
亀琵

礫

也

可
γ歎

甚

矣
。

詩

家

用
v字

貴
苹

常
内而

不
γ貴

奇

僻
嚇押

韻

貴
昌卒

易
嚇

而

不
v貴
昌艱

險
梗

v事

貴
y用
昌熟

故
而

不
v貴
v出
昌新

異
嚇

此

三

者

何

以

然

乎
、亦

不
v欲
芭以

累
。象

及

糟

紳
齬也
、

六

詩
を
作
る
未
だ

}
語
を
成
さ
ゝ
る
の
先
、必

立
つ
る
に
象
を
以
て

す
、象
立
て
は
則
精
紳
寓
す
、而
し
て
其
物
た
る
や
」窈
然
、冥
然
、倏

然
、忽
然
、是
に
於
て
心
之
れ
が
爲

に
哀
感
を
生
じ
、情
之
れ
か
爲

に
咏
歎
を
發
す
、是
に
於
て
丈
辭
以
て
之

れ

か
物
象
を
明
に
し
、

和
聲
以
て
其
聽
く
所
を
卒
に
す
、詩
葢
是
に
於
て
か

始

め

て
成

る
、是
の
故
に
其
語
未
だ
物
象

に
切
な
ら
ざ
る
も
の
は
必
之
れ
を

改
造
し
、務
て
以
て
凱
切
な
ら

し

む
、其
丈
未
た
物
象

に
當
ら
ざ

る
者
は
、必
之
れ
を
換
易
し
、務
て
以
て
允
當

な

ら
し
む
、此
れ
古

人
鍛
句

錬
字
の
要
旨
な
り
、然
る
に
學
者

晩
進
、或
は
此
義
を
審

に
す
る
こ
と
能
は
す
、篇
章
字
旬
、…權
衡
を
論

ぜ
す
、妄
に
改
め
妄

に
換

へ
、
一
に
綺
麗
を

取
る
、知
ら
す
其
卻

て

以
て
全
篇

を
累
は

す
こ
と
を
、而
し
て
獪
自
ら

謂
ふ
善
く
鍛
錬
す
と
、我
知
ら
す
、其

嘗
て
幾
黄
金
を
點
し
て
以
て
瓦
礫
と
爲
せ
る
こ
と
を
、歎
す
べ
き

こ
と
甚
し
.

詩
家
、字
を
用
ふ
る
、甼
常
を
貴
ん
で
、而
し
て
奇
僻
を

貴
び
す
、押

韻
、平
易
を
貴
ん
で
、而
し
て
艱
險
を
貴
び
す
、事
を
使
ふ
、熟
故
を

用
ふ
る
こ
と
を
貴
ん
で
、而
し

て
薪
異
を
出

す

こ
と
を
貴
び
す
、

此
三
者
は
何
を
以
て
然
る
や
、亦
以
て
象
及
精
祚
を
累
は
す
こ
と
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立

象

寓

紳
、譬
亀之

内

氣

血
嚊也
、用

字

押

韻

使

事
、譬
昌

之

外

肌

膚

也
、肌

膚

無
γ所
v病
昌於

外
門而

氣

血

旺
昌於

内
内外

有
v所
昌牽

…滯
内内

必

爲
ガ
昏

憤
嚇是

故

字

之

奇

僻
、

韻

之

艱

險
、事

之

新

異
、譬

獪
昌美

疚

愈

美

愈

害
舶

蓮

熟

字

面
、或

有
卞宜
v用
畠於

五

言
n而

丕

宜
γ用
昌於

七

書
門其

辭

意

頗

促

急

者
、宜
伊用
齲於

五

言
一不
μ宜
γ用
島於

七

言
嚇大

抵

五

言

語

短
、用
レ字

不
v妨
昌意

急

節

促
而

七

言

稍

長
、語

勢

動

苦
昌弛

散
嚇若

…雜
昌意
.急

節

促

之

字

面
一
一
句

之

間
、
一
曼

一
促
、調
v之

甚

難
、不
v可
『不

F辨
也
、同

是

七

言
、而

古

律

絶

巳

異

共̀

體
肉則

其

調

v之
之

法
、亦

各

有
昌其

所
ツ宜
、律

句

要
昌渾

圓

而

有

力
触

古

詩

句

要

流̀

暢

而

宕
触絶

句

要
窮含

蓄

有
昌餘

響
嚇五

き
ロ
倣
y此
。

明

鍾

伯

敬

詩

蹄

批

評
、撃
昌節

於

奇

譎
嚇而

不
v比
昌於

　
　
　
　
　

洪

園
詩
話

を
欲
せ
ざ
る
～な
り
、立
象
寓
神
、之
れ
を
内
氣
血

に
譬
ふ
、用
字
押

韻
使
事
、之
れ
を
外
肌
膚

に
譬

ふ
、肌
膚
外
に
病
む
觚
な
'く

し
て
、

而
し
て
氣
血
内
に

旺
す
、外
、牽
滯
す
る

所
あ
れ
ば
、内
必
昏
慣
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ん

爲
す
、是
故

に
字
の
奇
僻
、韻
の
艱
瞼
、事
の
新
異
、譬
ぱ
獪
美
疚
の

ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

愈
美
に
し
て
愈
害
あ
る
が
ご
と
し
。

連
熟

の
字
面
、或
は
宜
く
五
言

に

用
ゆ

べ
く
、而
し
て
七
言
に
用

ゆ
べ
か
ら
ざ

る

あ
り
、其
辭
意
頗
促

急
な
る
者
、宜
く
五
言
に
用

ゆ
べ
ぐ
、七
言
に
用
ゆ
べ
か

ら
す
、大
抵
五
言
は
語
短

し
、字
を
用

ふ
る
こ
と
意
急

に
節
促
な

る
を
妨
げ
す
、而
し
て
七
言
は
稍
長

し
、語
勢
動
も
す
れ
ば
弛
散
を
苦
し

む
、若
し
意
急
節
促

の
字
面

を
雜
ゆ
れ
ば
、
}
句
の
間
、
}
曼

}
促
.之
れ
を
調
ふ

る

こ
と
甚
難

し
辨
ぜ
す
ん
ば
あ
る
べ
か

ら
す
、同
ド
く
是

七
言
に
し
て
、而
し

て
古
律
絶
已
に
其
體
を
異
に
す
れ
ば
、則
其
之

れ

を
調
ふ

る
の

法
、亦
各
其
宜
し
き

所
あ
り
」律
句
は
渾
圓

に
し
て
而
し

て
有
力

な
る
を
要
す
、古
詩
の
句
は
、流
暢
に
し
て
而
し
て
宕
な
ら

ん

こ

と
を
要
す
、絶
句
は
、含
蓄
に
し
て
餘
響
あ
ら

ん
こ
と
を
要
す
、五

言
は
之
れ
に
倣
へ
。

明
の
鍾
伯
敬
が
詩
歸
批
評
、節
を
奇
謡
に
撃

つ

て
、而
し
て
正
雅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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日

本

詩

話

叢

書

正

雅
嚇初

學

讀
「之
、貽
レ害

不
v小
、葢

古

人

之

作
、問

亦

有

昌奇

譎

者

崩然

竝

皆

其

正

雅

之

餘
、十

僅

出
盤
一
二
鴨

而

巳
、固

非
F以
昌新

奇

幅爲
ボ
標

的
上
也
、詩

歸

之

斯
v選
、乃

麁

聚
v鷸

而

冠
、頭

頭

是

邪

路
、尤

當

v戒
乏

迷

陷
一者

也
。」

綺

麗

之

弊

、必

之
二繊

弱
内昔

賢

往

往

論
レ之
、而

近

時

人

士
、雖
琶或

知

'其

鱒

肉而

不
"}肯

邏

棄
触譬

獪
7牽
昌戀

聲

色

一之

人

不
滝復

顧

"其

身
甲也
、聞
瓠其

厮
ツ言
、乃

云

詩

寄

v興

而

足
、何

必

論

昌體

格

之

高

卑
嚇余

日
、此

故

遁

辭
…、

葢

其

人

巳

事
昌綺

靡

豈

寄
γ興

而

足

者

哉

杜

甫

嘗

有

"言
.多

攣

翡

翠

蘭

冓

よ

未
γ製
昌鯨

魚

碧

海

虫

據

v此

少

陵

未
餐以
昌綺

麗

冖爲
中當

行
幽也
,夫

古

今

詩

人

未

レ有
下不
り宗
旨少
陵

一者
亀、雖
v以
昌元
輕

白

俗
n亦

廃
γ有
昌異

論
嚇

則

何

必

論

亀鱧

格

之

高

卑

之

言
、余

恐

雖

昌元

自
赤

恥
v作
昌此

語
一蓋

格

力

不
v高

者
、未
レ足
慧以

製
"鯨

r魚

於

八

に
比
せ
す
、初
學
之
れ
を
讀
め
ぱ
、害
を
貽
す

こ
と
小
な
ら
す
、葢
.

古
人
の
作
、闘
、亦
奇
譎
な
る
者
あ
り
、然
れ
ど
も
竝
に
皆
其
正
雅

の
餘
、十
に
僅
に

=

一を
出

だ
す
の
み
、固
よ
り

新
奇
を
以
て
標

的
と
す
る
に
非
す
、詩
齶
の
選

ぶ
所
は
、乃
鷸
を
聚
め

て
冠
す
、頭

々
是
れ
邪
路
、尤
、當
に
之
れ
が
遽
陷
せ
ん
差
を
戒
む
べ
き
な

り
。

'
綺
麗
の
弊
、必
纎
弱
に
之
く
、昔
賢
往
々
之
れ

を

論
す
、而
し
て
近

時
の
人
士
、或
は
其
弊
を
知
る

と

雖
、而
し
て
肯
て
邁
棄
せ
す
、譬

へ
ぽ
獪
、聲
色
に
牽
戀
す
る
人
、復
其
身

を
顧

み
ざ
る
が
ご
と
し
、

其
言
ふ
所
を
聞
く
に
、乃
云
ふ
、詩
は
興
を
寄

せ

て

而
し
て
足
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ぽ
と

何
ぞ
必
し
も
體
格
の
高
卑
を
論
ぜ
ん
や
と
、余

日
、此
れ
故
遁
辭
、

葢
、其
人
巳
に
綺
糜
を
事
と
す
.豈
、興
を
寄
ぜ
て
足
れ
り
と
す

る

者
な
ら
ん
や
、杜
甫
嘗
て
言

へ
る
こ

と
あ
り
、「多
く
翡
翠
を
蘭
蓍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

の
上
に
見
て
、未
だ
鯨
魚
を
碧
海
の
申
に
掣

か
す
』と
此
に
據

る

に
少
陵
は
未
だ
綺
麗
を
以
て
當
行
と
爲
さ
す
、夫
古

今
の
詩

人
、

未
だ
少
陵
を
宗
と
せ

ざ
る
者

あ
ら
す
、元
輕

白
俗
を
以
て
す
と

雖
、亦
異
論
あ
る
こ
と

な
き
と
き
は
、則
何

ぞ
必
し
も
體
格
の
高

卑
を
論

じ
て
之
れ
言
は
ん
、余
恐
く

は
元
白

と
雖
、亦
此
語

を
作

さ
ん
こ

と
を
恥
ち

ん
、蓋
、格
力
高
か
ら
ざ
る
も
の
、未
だ
以
て
鯨

魚
を
碧
海
に
掣
く
に
足
ら
す
。
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碧

海
一也
。

初

盛

中

晩

四

唐

之

別
、其

風

格

各

異

本

不
v得
昌相

同
嚇近

有
v人

欲
昌混

而

一
ツ之
、可
v謂
"不
v能
v辨
昌菽

麥
一者
並

矣
.明

一
代

詩

人
、務

摸
鶴擬

於

盛

唐
h而

優

孟

竟

與
"

翼

叔

敖
一不

相̀

近
門蓋

風

度

雖
ゲ類
、而

精

棘

大

遠
、明

人

志

氣

軽

佻
、而

語

皆

促

迫
、盛

唐

之

人
、志

氣

安

舒
、而

語

皆

優

柔
、雖
レ言
昌時

風

不
ワ同
、而
要
レ之

明

人

於
。唐

詩
門失
昌之

皮

相
}故

也
。

唐

人

聲

律

未
昌甚

…黶

而

宋

人

巳

降

拘

束

日

甚
、殊

不
v知

古

韻

多

三

聲

相

逋

用
、如
朶

禮

部

韻
h本

非
昌

唐

人

之

舊

也
、後

世

乃

奉
v之
、殆

璽
金

科

玉

條
肉豈

非
昌可
レ笑

之

甚
h詩

話

載
、宋

秦

少

游
、詩

律

撫

嚴
、當

時

譏
屋其

入
昌小

石

調
嚇據
r此
、則

宋
天

聲

律
、爾

未
ヨ甚

極
昌其

雙

至
昌明

李

攀

龍

輩
肉苛

刻

嚴

急
、不
v容
爲細

過
h

　

　
　
　
　

洪

園

詩

話
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ

初
盛
中
晩
、四
唐
の
別
、其
風
格
各
異
に
し

て
、本
相
同
じ
き
こ
と

を
得
す
、近
ご
ろ
人
あ
り
混
じ
て

之
れ
を

}
に
せ

ん

と
欲
す
、菽

麥
を
辨
す
る
こ
と
能

は
ざ
る
者
と
謂
ふ
べ

し
、明

一
代
の
。詩
人
.

務
め
て
、盛
唐
に
摸
擬
す
、而
し
て
優
孟
竟

に

眞
の

叔
敖
と
相
近

か
ら
す
、葢
.風
度
類
す
と
す
雖
、而
し

て
精
紳
大
に
遠
し
、明
入
は

志
氣
輕
佻
に
し
て
、而
し
て
語

皆
促
逍
、盛
唐

の

入
は
、志
氣
安
黌

に
し
て
、而
し
て
語
皆

優
柔
、時
風
同
じ
か
ら

す
と
言
ふ
と
雖
、而

し
て
之
れ
を

要
す
る
に
、明
人
の
唐
詩
に
於
け
る
、之
れ

を
皮
相

に
失
す
る
が
故
な
り
。

唐
人
は
.聲
律
未
だ
甚
嚴

な
ら
す
、而
し
て
宋
人
己
降
、拘
束
日
に

甚
し
、殊
に
知
ら

す
古
韻
多
く
は

三
聲
相
通
用
す
る

こ
と
を
、宋

の
禮
部
韻

の
如
き
、本
、唐
人
の
舊
に
非
す
、後
世
乃
之
れ
を
奉
じ

て
、殆
と
金
科
玉
條

の
如
く
す
、豈
笑
ふ
ぺ
き

の
甚
し

き

に
非
す

や
、詩
話
に
載
す
、宋
の
秦
少
游
、詩
律
極
め
て
嚴
、當
時
其
小
石
調

に
入
る
を
譏
る
、此
れ
に
據
れ
ば
、則
宋
人

の
聲
律
、徇
未
だ
甚
、其

嚴
を
極
め
す
、明
の
李
攀
龍
が
輩
に
至
り

て
、苛
刻
嚴
急
、細
過
を

容
れ
す
、其
章
、葢
、人
の
或
は
之
れ

を
指
摘
せ
ん
こ
と
を
恐
る
、殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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日
本

詩

話

叢

謦

其

意

蓋

恐
ヨ人

或

指
昌摘

之

一也
、殊

不
レ知

詩

本

吟

詠̀

性

情
門略

調

聲

律

一可
v歌
、則

可

矣
、人

或

指

摘

其

餘

嚇

要

v之

彼

人

未
γ逹

之

故

爾
、本

非

"巳

所

傷

也

、李

攀

龍

輩
、不
v知

其̀

當
ツ作
邸如
μ是

觀
門而

拘

拘

束

束

、殆

如
`

小

禪

縛

律
h是

以

其

詩

不
昌唯

聲

律

嚴

急

嚇而

辭

氣

亦

促

逍
、此

皆

未
v究
昌其

本

「之

過

也
。

凡

學

レ作
v詩

、當
7先

從

昌七
言

一始
占、七

言

長
、五

言

短

、作

.
長
已

熟
、則

短

自

在

昌其

中

一矣
、其

於
v體

」當
"先

從

昌絶

句

嚇始
n絶

句

用
v辭

不
v多
、篇

法

易
、習
γ之

巳

熟

、則

雖
勗

古

詩

律

體
唱篇

法

既

亦

皆

成
昌於

其

中

喃矣
。

學

v作
昌絶

句
h始

先

作
昌三

四
嚇既

因
唱其

三

四
肉而

學
v作
亀

之

起

承
h務

令
ヨ其

意

旨

前

後

接

應
、可
昌以

連

續

成

一

撫
楓
及
"稍
熟

嚇而

後

乃

始

作

從
昌
一
二
起

、初

學

必

須
雪

從

自三

四
一作

起
よ者
、譬

獪
.棊

先

置
昌勢

子
「勢

子

巳

定
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇

に
知
ら
す
、詩
は
本
、性
清
を
吟
詠
す
、略
、聲
律
を
調
へ
、歌
ふ
べ
き

と
き
は
則
可
た
り
、人
或
は
其
餘
を

指
摘
す
、之
れ
を

要
す
る
に

彼
人
未
だ
逹
せ
ざ
る
の
故

の
み
、本
と
己
が
傷
む
所
に
非
す
、李

攀
龍

が
輩
、其
當

に
是
の
如
き
觀
を
作
す

べ
き
を

知
ら
す
、而
し

て
拘

々
束
々
.殆
ど
小
禪
縛
律
の
如
く
す
、是
を
以

て
其
詩
唯

に

聲
律
嚴
急
な
る
の
み

な
ら
す
、而
し
て
辭
氣
も

亦
促
逍
せ
り
、此

れ
皆
未
だ
其
本
を
究
め
ざ
る
の
過
な
り
。

凡
、詩
を
作
る
こ
と
を
學

ぶ
に
は
、當
に
先
づ

七
言

よ
り

始
む
べ

し
、七
言
は
長
し
、五
言
は

短
し
、長
を
作
す
こ

と
已
に
熟
す
る
と

き
は
、則
短
、自
ら
共
中
に
在
り
、其
體
に
於
け
る
、當
に
先
づ
絶
句

よ
り
始
む

べ
し
、絶
句
は
辭
を
用
ふ

る
こ
と
多
か
ら
す

し
て
、篇

法
易
し
、之
れ
を
習
ふ
こ

と

已
に
熟
す
る
と

き
は
、古
詩
律
體
と

雖
、篇
法
既
に
亦
皆
其
中
に
成
る
。

絶
句
を
作
る
と
し
て
を
學
ぶ
は
始
め
先
づ
三
四
を
作
り
、既
に
し

て
其
三
四
に
因
て
、而
し
て
之
れ

が
起
承
を
作

る
と

を
學
ぶ
、務

め
て
、共
意
旨
を
し
て
前
後
接
應

せ
し
め
、以

て
連
績
し
て
篇
を

成
す
べ
し
、稍
熟
す
る
に
及
ん
で
、而
し
て
後

に
乃
始
め

て
作
る

と

=

一よ
り
起
す
、初
學
は
必
須
く
三
四
よ
り
作
り
起
す
べ
し
と
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而

後

開

闔

離

合
、始

可
う論
翼

法
也

、不

則

漫

然

作

去
、雖
v累
藪

千
篇
「而

終

不
γ能
"長

進
門徒

枉
昌費

歳

月
一

而

巳
。

相

如

三

月
、放

皐

咄
日
、文

思

遲

速
、自
レ古

有
F不
レ同
、

然

余

性

遲

鈍
、詩

思

甚

困
.因

嘗

學
昌捷

作
嚇數

月

始

、得
菖其

法
n蓋

始

先

作
昌七

言

絶
帆毎

首

限

以
唱線

香

一

寸
嚇初

作
v之

甚

難
、而

有
昌或

殆

不
γ能
レ成
v語

者
h然

強

作
v之

漸

久

熟
、乃

復

換

以
昌五

言

律
肉既

復

換

以
昌七

言

律
h亦

初

皆

不
レ能
v成
レ語
、及
昌稍

熟
嚇恥

必

至
ヨ從

容

有
昌餘

思
嚇而

雖
途
レ筆

疾

書
嚇間

復

出
昌佳

語
門乃

其

藝

之

巳

成

也
、而

其

要

訣
、乃

在
"韻

脚
韻

脚

定

則

句

亦

速

成
、故

一
轉

念

問
、能

憶
昌各

韻

之

宇

七

八

字
嚇

乃

至
鵡九

十

字
嚇則

詩

莫
v不
蓮

就
也

、然

而

此

捷

作

之

詩
、本

唯

所
昌逐
γ字

逐
γ韻

而

成
n所
v謂

逐
v景

生
ヴ情

　
　
　
　
　

淇

園
詩

話

は
譬

へ
ば
獪
、棊
の
先
づ
勢
子
を
置
き
、勢
子
已
に
定

ま
り
て
、
而

し
て
後
、
開
闔
離
合
し
て
始
め
て
其
注
を
論
す
べ
き
が
ご
と
し
、

し
か
ら

不
す
し
て
漫
然
と
し
て

作
り

去
ら

ば
、數
千
篇
を
累
ぬ
と
雖
、而

し
て
終
に
長
進
す
る
差
能
は
す
、徒
に
歳
月
を
枉
費
す
る
の
み
。

相
如
が
三
月
、枚
皐
が

一
日
、文
思
の
遲
速
、古
よ

り

同
じ
か
ら
ざ

る
あ
り
、然
れ
ど
も

余
性
遲
鈍
詩

思
甚
困
む
、因
て
嘗
て
捷
作
を

學
ぶ
、數
月
に
し
て
始
め

て
其
法
を

得
た
り
、葢
始
め
先
づ
七
言

絶
を
作
る
、毎
首
限
る
に
線
香

一
寸
を
以

て
す
、初
め

之

れ
を
作

る
こ
と
甚
難
し
、而
し
て
或
は
殆
ん
ど
語
を

成
す
こ
遊
能
は
ざ
る

者
あ
り
、然
れ
ど
も
張
て
之
れ

を

作
る
、漸
く
久
ふ
し
て
熟
す
、乃

復
換
ふ
る
に
五
言
律
を
以
て
す
、既
に
し
て
復
換
ふ
る
に
七
言
律

を
以
て
す
、亦
初
め
皆

語

を

咸
す

こ
と
能

は
す
、稍
熟
す
る
に
及

べ
ば
、則
必
從
容
と
し
て
餘
思
あ

る

に
葦
る
、而
し

て
筆
を
走
ら

し
て
疾
く
書
す
と
雖
、聞
、復
佳
語
を

出
だ
す
、乃
其
藝
の

已
に
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ロ

る
な
り
、而
し
て
其
要
訣
は
、乃
韻
脚
に
在
り
、韻
脚
定
れ

ば
、則
句

亦
速
に
成
る
、故

に

「
轉
念
の
闇
、能
く
各
韻

の
字
七

八
字
を

憶

し
、乃
九
十
宇
に
至
れ
ば
.則
詩
速
に
就
ら
ざ

る
こ
と
な
し
、然
り

而
し
て
此
捷
作
の
詩
、本
唯
、字
を
逐
ひ
韻
を
逐

ふ
て
而
し
て
成

る
所
、謂
は
ゆ
る
景
を
逐
ひ
情
を

生
す
る

の
類
、之
れ

を
思

を
經

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

"
}
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日

本

詩

話

叢

書

之

類

、覦
乏

纒
v思

鍛

錬

煮

究

竟

有
v間

矣

、但

初

學

之

人
、學

昌此

捷

作
嚇而

筆

頭

得
昌文

字

三

昧
噛則

作
v詩

可
γ免
昌於

造
v語

之

艱

苦
噛於
v是

始

去

入
昌於

鍛

錬
勣

一
思

一
念

有

數̀

百

文

字

嚇隨
v之

而

轉

、雖

邑
一
思

一

念

一無
昌虚

想

頭
一其

所
v盆

亦

甚

多

矣
、此

亦

不
v可
ぴ不
昌

以

學

也

但
、捷

作

之

詩
、雖

硅

者

h意

思

淺

、晩

唐

葢

多

捷

作

置

登
v高

能

賦
、自
v古

稱
v之
、葢

人

一
到
昌景

物

夷

曠

之

境

嚇李

日

之

交

思
、頓

減
二

牛

門無
v他

乃

情

爲

昌景

奪

一

故

耳
、余

賓

』

法
h可
下以

鍍
申護

昌我

丈

思

硬

う不
"隨
レ境

而

轉

一也
、毎
レ到
昌景

物

夷

曠

之

境
嚇或

欲

レ有
レ所
v賦
、我

先

閉
v精

斂

v祕
、盡

收

昼其

景

物
h蹄

昌之

冥

想
嚇而

就
"冥

想

中
嚇擇
翁情

所
昌憾

會

h繼

以
昌文

字

[寫
矗之

景

象
門則

雖

制以
昌萬

里

之

寥

曠

朔吾

或

可
侶
一
言

以

領
昌駱

之

一也
、而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二

　
　
　
　
　
　

ぐら
ぶ

て
鍛
錬
す
る
者
に

覗
る
忙
、究
竟
間
あ
り
、但
、初
學
の
人
、此
の
捷

作

を
學
ん
で
、而
し
て
筆
頭
、文
字
三
昧
を
得
れ
ば
、則
詩
を
作

る

に
、語
を
造
す
の
艱
苦
を
冕
る
可
し
、是
に
於
て
、始

め
て
去
つ
て

鍛
錬
に
入
れ
ぼ
、則

】
思

一
念
、數
百
の
交
字

あ
り
て
、之
れ
に
隨

つ
て
轉
す
、
】
思

一
念
と
雖
、虚
想
頭
な
く
、其
釜
す
る
所
亦
甚
多

し
、此
亦
以
て
學
ぱ
す
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
す
、但
、捷
作
の
詩
ね
、佳

な
る
者
と
雖
、意
思
淺
し
、晩
唐

に
は
、葢
、捷
作
の
者
多
し
。

高
き
に
登
り
て
能
く
賦
す
、古
よ
り
之

れ
を
稱
す
、葢
、人
、
一
た
び

景
物
夷
曠

の
境
に
到
り
て
は
、夲
日
の
文
思
」頓
.に

一
孚

を

減
す

他
な
し
、乃
情
は
景
に
奪
は
る
土
が
故

の
み
、余
、
】
法
あ
り
、以
て

我
が
文
思
を
護
り
て
、境
に
隨
つ
て
而
し
て
轉
ぜ
ざ
ら
し
む
る
乙

を
得
べ
し
、景
物
夷
曠
の
境
に
到

る

毎
に
、或
は
賦

す
る
所
あ
ら

ん
と
欲
す
れ
ば
、我
れ
先
づ

精
を
閉
ぢ
騨
を
斂
め
、盡

く

其
景
物

を
牧
め
て
之
れ
を

冥
想
に
歸
し
、而
し
て
冥
想
の
中
に
就
い
て
、

惰
の
悔
會
す
る
所
を
擇
び
、繼

ぐ

に
文
字
を
以

て
之
が
景
象
を

寫
す
、則
萬
里
の
寥
曠
を
以
て

す
と
雖
、吾

れ
或
な

;
肖
以
て
之



'hJ鵬

此

法

亦

非
旨自
v余

始

有
7之
、而

人

苟

有
賦

咏
嚇篇

篇

首

首
、總

皆

以
昌此

法
内但

人

獨

能

知
下心

設
昌虚

象
噂文

掌

實
7之
、而

未
v知
幅實

景

叉

當
7歸

之

虚

象

耳
。

凡

學
レ作
v詩
、須
も先

多

誦
昌古

人

之

詩
嚇叉

須
r將
鶲其

所

V誦
之

詩
コ
　
一
皆

領
も解

透
灯徹

其

意

旨
転
蓋
誦

以

參
昌

其

調

領

解

以

參

其

螯

格

調

既

習
、而

後

可
v得
旨以

參
昌其

法
嚇未
v得
v參
島其

法
嚇則

雖
レ欲
v揚
昌摧

之
嚇亦

將

何

以

乎
、輕

俊

子

弟
、耳

食

相

和
、猥

品
昌千

古
h漢

唐

必

佳
レ之
、宋

元

鄙
"之
、以
昌佳

鄙

二

字
嚇概

而

論
レ之
、不
琶復

究
昌求

其

故
h是

以

妄

稱

妄

擧
、權

衡

皆

失

矣
、若
v此

何

以

進
F歩
、學

者

不
v可
v不
以

自

戒
「也
。

學
μ詩

須
鼠先

多

知
昌詩

家

熟

用

文

字
嚇當
v須
"毎

字

蒐
昌

集

古

入

用

例
嚇以

精
阻辨

其

義
鍋字

義

巳

熟

而

後

以

廣

解
昌古

人

之

詩
冖既

得
昌解

了
門則

其

目

中

必

巳

能

　
　
　
　
　

淇

園

詩
話

を
領
略
す
可
き
な
り
、而
し
て
此
法
も
亦
余
よ
り

始

め

て
之
れ

有

る
に
非
す
厂、而
し
て
人
苟

賦

咏
す
る
こ
と
あ
れ
ば
、篇

々
首

々

總
て
皆
此

法
を
以
て
す
、但
、人

獨

能
く
心

に
虚
象
を
設
け

て
交

字
之
れ
を
實
に
す
る
こ
と
を
知
り
て
、而
し

て
未
だ
實

景
、又
當

に
之
を
虚
象
に
歸
す
べ
き
を
知
ら
ざ
る
の
み
。

凡
詩
を
作
る
芝
を
學
ぶ
に
は
、須
く
先
づ
多
く
古
人
の
詩
を
誦
す

べ
し
、叉
須
く
共
誦
す
る
所
の
詩
を
將
て

一
々
皆
其
意
旨
を
領
解

透
徹
す
べ
し
、葢
誦
し
て
以

て
其
調
を

參
し
、領
解
し
て
以
て
其

格
に
參
す
、格
調
既
に
習
ふ
て
、而
し
て
後
、以
て
其
法

を
參
ふ

る

と
を
得
べ
し
、未
だ
其
法
を
參
ふ
る
と

を

得
ざ
れ
ば
、則
之
を
揚

推
せ
ん
と
欲
す
と
雖
、亦
將
た
何
を
以
て
せ

ん

や
、輕
俊
子
弟
、耳

食
相
和
し
、猥
り
に
千
古
を
品
し
、漢
唐

は

必
之
れ
を
佳
と
し
、宋

元
は
之
れ
を
鄙
と
す
、佳
鄙

の
二
字
を
以

て
概
し

て

之
れ
を
論

じ
、復
其
故
を
究
求
せ
す
、是
を
以
て
妄
り
に
稱
し
、妄
り
に
舉
げ
、

權
衡
皆
失
す
、此
の
若
く
ん
ぱ
何
を
以
て
歩

を

進

め
ん
、墨
者
以

て
自
ら
戒
め
ず
ん
ば
あ

る
ぺ
か
ら
す
。

詩
を
學
ぶ
に
は
須
く
先
づ
多
く
詩
家
熟
用

の
文
字
を
知
る
ぺ
し

當
に
須
く
毎
字
、古
人
の
用
例
を

蒐
集
し

て
、以
て
其
義
を
精
辨

す
べ
し
、字
義
巳
に
熟
し
て
、而
し
て
後
に

以

て
廣

く
古
人
の
詩

を
解
す
、既
に
解
了
す
る
こ
と

を
得

れ

ば
、則
其
目
中
必
巳
に
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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β
本

詩

話
叢

書

辨
昌之

巧

拙

佳

否
「詩

葢

至
v是

始

可
唱興

商

論
一矣
、而

所
γ謂

鍛

錬

之

手

段
、至
v是

始

亦

可
τ以

點
昌化

琵

礫

作
蚕

金
奐

。

嚴

澹

浪

云
、劉

公

幹

鱠
昌五

官

中

郎

將

詩

、昔

我

從
昌

元

后
n整
レ駕

至
昌南

郷
「過
昌彼

豐

沛

都
h與
V君

共

黝

翔
、

元

后

葢

指
魯

操
蓋

邑南

郷

謂
ア伐
劉

表
一之

時
h豐

沛

都

喩
昌操

誰

郡
一也
、王

仲

宣

從

軍

詩

云
、簿

策

蓮
昌帷

幄
=

由
昌我

聖

君
嚇聖

君

亦

指
v操

也
、又

日
、竊

慕
昌負

鼎

翕
嚇願

属
昌朽

鈍

姿
肉是

欲
v效
昌伊

尹

負
v鼎

干
v湯

以

伐
ワ夏

也
、是

時

漢

帝

淌

存
、而

二

子

之

言

如
v此
、
}

日

元

后
、
一
日

聖

君
、正

與
ド苟

或

比
昌曹

操
一爲
申高

光
&

同
v科
、春

秋

誅

心

之

法
、二

子

其

何

逃
、按

此

論

甚

正
、二

子

固

無
v所
レ逃
盤其

罪

矣
、然

而

後

世

詞

入

文

禽
娼褒

浴
n辭

務

移

大
嚇則

其

於
昌名

號

稱

謂

之

類
肖往

一
四

く
之
が
巧
拙
佳
否
を
辨
す
・詩
葢

是
に

至
り

て
、始
め

て
與
に
商

論
す
べ
し
、而
し
て
謂
は
ゆ
る
鍛
錬

の
手
段
、是
に
至
り
て

始
め

て
亦
以
て
瓦
礫
を
點
化
し
て
黄
金
と
作
す
べ
し
。

嚴
槍
浪
云
ふ
、劉
公
幹
が
五
官
中
郎
將
に
鱠

る
詩
に
、「昔
我
れ
元

后
に
從
ひ
、駕
を
整

へ
南

郷
に
至
る
、彼
の
豐
沛
の
都
を
過
ぎ
.君

と
共
に
黝
翔
せ
ん
、」元
后
は
、葢
曹
操
を
指
す
、南
郷
に
至
る
は
、劉

表
を
伐

つ

の
時

を
謂
ふ
、豐
沛
の
都
は
、操
が
讌
郡
に
喩
ふ
る
な

り
、王
仲
宣
が
從
軍
の
詩
に
云
ふ
、「籌
策
轣
幄
に
運
ら

す
、
…
に
我

が
聖
君
に
由

る
、」聖

君
、亦
、操

を

指
す
、又
日
^
竊
に
負
鼎

の
翁

を
慕
ふ
、願
く
ば
朽
鈍
の
姿
を
属
ま
さ
ん
、」是
劈
伊
、鼎
を
負

ひ
湯

を
干
し
、以
て
夏
を
伐

つ
に
效
は
ん
と
欲
す
、是
時
漢
帝
尚
存
寸
、

而
し
て
二
子
の
言
批
の
如
し
、
一
は
日
、元
后
、
「
は
日
、聖
磐
、正
に

荀
或
、曹
操
を
比
し
て
高
光

と
爲
す
と
科
を

同

う
す
、春
秋
誅
心

の
法
、二
子
其
れ
何
ぞ
逃
れ

ん
、按
す
る
に
、氈
論
甚
正
し
、二
子
圃

に
其

罪
を
逃
る
ゝ
所
な
し
、然
り
而
し
て
後
世
詞
人
、支
、襃
盗

を

徇
び
、辭
、侈
大
を
務
む
、則
其
名
號
稱
謂
の
類
に

於
て
、往
々
濫
妄

に
し
て
、其
等
階
を
過
ぐ
、此
れ
等
の
弊
、皆
痛
く
改
め
す

ん
ば
あ

る
べ
か
ら
す
。
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往

濫

妄

、過
己其

等

階
嚇此

等

之

弊

、皆

不
レ可
F不
昌痛

改

働

也
。

盛

唐

諸

入

之

詩
、規

模

皆

宏

遠
、而

意

思

皆

著

實
、

譬

獪
"廟

廷

宮

懸

金

聲

玉

振
、而

餘

韻

無
7窮
、如
昌杜

甫

秋

興
ギ

家

山

郭

靜
昌朝

暉
百

日

高

樓

坐
唱}翠

微
一

日

日

字
、固

錐
卞爲
昌下

言
ツ信
昌宿

漁

入
作

v地

者
ハ然

非

規

模

宏

遠
嚇決

不
γ能
レ下
轟既

二

字
嚇如
昌賈

至

早

朝
銀

燭

朝
レ天

紫

陌

長
、長

字

乃

見
昌銀

燭

衆

多
嚇如
昌崔

顯

黄

鶴

螻

曹

人

巳

乘
昌自

雲

}去
、此

地

筌

鯲

黄

鶴

樓
、

黄

鶴

一
去

不
"復

返
n臼

雲

千

載

筌

悠

悠
、直

將
鴫黄

鶴

樓

頭

一
千

年

來

雲

物

景

象
橦

以
モ

言

四

句
「

摸

寫

鑑
、其

規

模

宏

遠
、率

皆

此

類

也
.意

思

箸

實
、

乃

前

所
γ謂

參
昌永

久

固

定

之

境
一者

帥

是

也
、如
昌千

家

山

郭

句
喝驟

讀

只

謂

此

唯

泛

然

寫
昌山

郭

朝

景
「

　
　
　
　
　

淇

園

詩
話

盛
唐
諸
人
の
詩
、規
模
皆
宏
逹
に
し
て
、而
し

て
意
思
皆
著
實
、譬

へ
ぼ
廟
廷
の
宮
懸
金
聲
玉
振
し
て
、而
し
て
餘
韻
窮
ま
り
な
き
が

ご
と
し
、杜
甫
が
秋
興
の
如
き
、「千
家
山
郭

朝
暉
靜
な
り
、日
々
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

もと

樓
翠
微
に
坐
す
、し日
々
の
字
、固
下
に
漁
人
に

信
宿
ぜ
る
を
言
は

ん
が
爲
に
地
を
作
す
者
と
雖
、然
れ
ど
も
規
模
宏
遠
に
非
す
ん
ば

決
し
て
此
二
字
を
下
す
ε
能

は
す
、賈
至
、早
と
に
朝
す
る
が
如

き
、「銀
燭
天
に
朝
し
て
紫
陌
長
し
、」長
の
字
、乃
銀
燭
の
衆
多
を
見

る
、壗
顯
が
黄
鶴
樓

の
如
き
、「昔
入
巳
に
白
雲
に
乘
じ

て
去
る
、此

地
室
く
餘
す
黄
鶴
樓
.黄
鶴

一
た
ひ
去

り

て

復
返
ら
す
、白
雲
千

載
筌
し
く
悠
々
.」直

に
黄
鶴
褸
頭

一
千
年
來

の

雲
物
景
象
を
將

て
、僅
に
七
言
四
句
を
以

て
摸
寫
し
毳
く
す
、其
規
模
宏
遠
、率
皆

此
の
類
な
り
、意
思
著
實
、乃
前
に
謂

は
ゆ
る

永
久
固
定
の
境

に

參
ふ
る
者
帥
是
な
り
、千
家

の
山
郭
の
句
の

如
き
、驟
に
讃
め
ぱ

只
に
謂
ふ
、此
唯
泛
泛
然
と
し

て
山
郭
の
朝
景

を
寫
す
と
、知
ら

す
作
者
心
を
苦
し
あ
て
、特
に
添
ふ
る
に
千
家

の
二
字
を
以
て
す

る
乙
を
、然
し
て
後
に
以
て
見

る
望
申
民
舎
織

る

が
如
く
、街
衢

棊

の
如
く
、軌
光
正

に
滿
ち
、卻
て
自
ら
靜
闃
、稀

に
車
馬
人
物
往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
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日
本
詩

話

叢
書

不
レ知

作

者

苦
ド心
、特

添

以
昌千

家

二

字
{然

後

以

見

望

中

民

舍

如
v織
、街

衢

如
v棊
、朝

光

正

滿
、卻

自

靜

闃
、稀

見
呂車

馬

人

物

往

來

走

動

之

景

状

著

也
、如
闘

賈

至

句

言
"銀

燭

朝
"天
、即

陪

寫

紫

陌
h然

後

以

得

v想
ヨ見
衆

多

銀

燭
、照

耀

如
v星

成
昌行

列
邯焉
、如
昌崔

顯

詩
嚇帥

共

巳

学

筌

字
、先

捉
昌定

寥

落

千

古
嚇卻

更

借
昌

言

雲

物
嚇以

點
齢】其

中

間

日

日

之

景

象
h其

意

思

著

實
、率

皆

此

類

也
、餘

韻

無
v窮
、譬

如
鷲沈

宋

同

賦

昆̀

明

池

詩
n上

宮

昭

容

定
昌之

優

劣
嚇必

以
v沈

爲
F上
、可

v見
雖
初

唐
一風

尚

已

然
、而

當

時

詩

人
、亦

皆

有
v意

作
v之
、而

莫
v不
v求
ヨ其

詩

有
昌餘

韻
一也

矣
。

精

神

譬

偃

師

木

偶

也
、文

字

譬

偃

師

木

偶

機

絲

機

輪

也
、機

絲

能

長

短

相
.順

應
、機

輪

能

大

小

相

推

轉
、則

木

偶

起

舞
、自

中
昌節

奏
一矣
、人

或

務

施

釆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六

來
走
動
の
景
歌
を
見
る
者
な
る
を
、賈
至
が
句

に
銀
燭
天

に
朝
す

と
言
ふ
が
如
き
、帥
紫
陌
を
陪
寫
し
、然
し
て
後

に

以
て
衆
多
の

銀
燭
、照
耀
、星
の
如
く
行
列
を

成
す

を
想
見
す
る
を
得
、裡
顳
の

詩

の
如
き
、帥
其
巳
字
、室
字
、先
づ
寥
落
た

る
千
古
を
促
定
し
、卻

て
更
に
雲
物
を
借
り
言
ふ
て
.
以
て
註
ハ
中
間
日
々
の
景
象
を
點

す
、其
意
思
著
實
、箏
皆
此
類
な
り
、餘
韻
窮
ま
り
無

し
と
は
、譬

へ

ば
沈
宋
が
同
じ
く
昆
明
池
を
賦
す
る
詩
の
如
き
、上
宮
昭
容
之
れ

が
優
劣
を
定
む
、必
、沈
を
以
て
上
と
爲
す
、見
る

べ

し
初
唐
と
雖

風
徇
巳
に
然
る
を
、而
れ
ど
も
當
時
の
詩
人
亦
皆
意
あ
り
て
之
を

作
る
、而
し
て
共

の
詩
、餘
韻
あ
ち
ん
こ
と
を
求
め
ざ
る
は
な
し
。

精
神
は
譬

へ
ば
偃
師
が
木
偶
な
り
、交
字
は
譬

へ
ば
偃
師
が
木
偶

の
機
絲
機
輪
な
り
、機
絲
能

く

長
短

相
順
應
し
、機
輪
能
く
大
小

相
推
轉
す
れ
ば
、則
木
偶
起
舞
し
て
、自
ら
飾
奏

に
中

る
、人
或
は

務
め
て
采
を
機
絲
に
施

し
、而
し
て
畫

を

機
輪
に
雕
し
て
、而
し
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於

機

絲
旧而

雕
昌畫

於

機

輪
n而

木

偶

乃

手

拘

足

礙
、

或

乃

節

節

巓

仆
、而

獪

不
v能
い知
"其

當
ツ改
、可
γ笑
。

盛

唐

諸

人

作
昌樂

府

詩
n皆

欲
ヨ其

入
"於

歌

詠
「是

以

規

模

務
昌宏

邃
{意

思

務
昌著

實
叫收

結

務
v有
餘

韻
嚇雖
"

其

應

酬

贈

迭

閑

適

游

覽

之

作
、未
闘必

入
昌歌

詠
著

晶

亦

皆

總

帶
昌此

意

思
一而

其

樂

府

佳

者
、果

亦

皆

入
昌

於

歌

詠
不

説

所
γ載
、王

之

渙
、黄

河

遠

上

白

雲

間
、

爲
昌麗

妓

斯
ツ歌
、李

臼

清

蔕

調
、徳

入
昌内

宴

檀

板
乏

類
、丕

遑
昌枚

罍
剛中

唐

此

風

徇

盛
、至
昌臼

居

易
↓更

欲
旺

其

極
昌於

俗

聽
嚇毎
ゾ作
昌
一
詩
門必

先

令
昌家

中

老

嫗

聽
需

v之
、而
其

所
v難
v解

者

輙

改
γ之
、於
v是

詩

體

一
變
、鄙

俚

満
グ
篇
、而

雅

響

正

音

掃
v地

而

靈

矣
、然

晩

唐

李

賀

七

言

歌

行
、徇

入
　簍

栗

李

調
嚇則

可
v見

唐

一
代

詩

人
、皆

亦

莫
y不
7以
越其

入
己歌

詠
噛爲
9主

矣
、宋

元

以

　
　
　
　
　

淇

園
詩

話

て
木
偶
は
乃
手
拘

し

て
足
礙
し
或

は
乃
節

々
巓
仆
す
、而
る
に

獪
共
當

に
改
む
ぺ
き
を
知
る
こ
と
能
は
す
、笑
ふ
可
し
。

盛
唐
の
諸
人
樂
府
の
詩
を
作
る
、皆
其
歌
詠

に
入
ら
ん
こ
と
を
欲

す
、是
を
以
で
規
模
は
差
遠
を
務
め
、意
思
は
著
實

を
務
め
、牧
結

は
餘
韻
あ
ら
ん
と
を
務
む
、其
應

酬
鱠
邊
し
、閑
適
游

覽

の
作
、未

だ
必
し
も
歌
詠
に
入
ら
ざ
る
者

と
雖
、亦
皆

總
て

此
意
思
を
帶

ぶ
、而
し
て
其
樂
府
の
佳
な
る
者
、果
し

て

亦
皆
歌
詠
に
入
る
、小

読
に
載
す
る
所
、王
之
渙
が
黄

河
遠
く
上
る
白
雲
の
聞
』、麗
妓
の

歌
ふ
所
と

爲
り
、李
白
が
清
甼
調
、直

に
内

宴
の
檀
板

に
入
る
の

類
、枚
擧
す
る
に
遑
あ
ら

す
、中
唐
此
風
徇
盛

ん
に
、白
居
易

に
至

り
て
、更
に
其
俗
聽
に
恆
は
ん
と

を
欲
す
、
一
詩
を
作
る
毎
に
、必

先
づ
家
中
の
老
嫗
を
し
て
之
れ
を
聽
か
し
め
、而
し
て
其
解
し
難

き
所
の
者
は
輙
之
れ
を
改
む
、是
に
於
て

詩
體

凵
變
し
、鄙
俚
、篇

.
に
滿
ち
、而
し
て
雅
響
正
昔
、地
を

掃

ふ
て
審
く
、然
れ
ど
も
晩
唐

李
賀
七
言
歌
行
、倚
薯
栗
罕
調
に
入
る
、則
見

る

べ

し
唐

叫
代
の

詩
人
、皆
亦
其
歌
詠
に
入
る
を
以
て
主
と
爲
さ

野

る

は
な
し
画宋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

だど

元
以
來

詩

歌
分
行
し
て
、而
し
て
詩

竟
に
唖
鐘
の
如
く
、徒

に
觀

覽
に
供
す
る
の
み
、降
り
て
明
人

に

至
り
て
、巧
を
飾
辭
に
競
ひ

'

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

な

博
を
用

事
に
誇

る
、調
峻
に
、辭
急
に
、意
短

に
、氣
佻
な

り
、殆
、謂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七

聯
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日

本

詩

話

叢

書

來

詩

歌

分

行
、而

詩

竟

如
"唖

鐘

一徒

供

觀

覽
茸

、降

至
5明

人
嚇競

昌巧

於

飾

辭

納誇

昌博

於

用

事

一調

峻

辭

急
、

意

短

氣

佻

、殆

所
v謂

五

降

之

後

不
v容

レ彈

者

矣
。

盛

唐

詩

人

用
v事
、不
v過
v欲
ヨ自

明
昌其

情

冖援
昌舊

事

興

相

類

者

以

言
v之

爾
、明

人

用
v事
、先

自

有
v意
ヨ於

誇
昌

巳

博

覽

一
一
言

一
語

必

由
昌典

故
↓雖
下不
和

類

"巻
n亦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

以
v情

邏

就
、輕

薄

莫
v甚
v焉
、古

人

亦

有
L

言

一
語

必

由
"典

故

一者
い五

言

排

律

間

見
v之
、而

至
昌以
v情

邏

就

者
一斷

無
γ有
昌斯

法

一矣
。

盛

唐

人

喜

用

地

炙

而

其

地

皆

世

所
昌著

聞

者
、而

至
昌僻

遠

者
咽名

稱

雖
"佳
、亦

罕
v入
昌詩

料
嚇葢

亦

不
v欲
ヨ

以

累
昌象

及

精

紳

一也
、近

時

詩

人

不
v問

昌地

之

著

否
嚇

而

字

稍

不
v俗
、即

輙

充
昌釆

用
n甚

者

乃

至
卞擅

自

換
昌

易

其

名

一以

用

占之
、而

讀

者

必

再

三

詰
畠問

之
嚇然

後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八

は
ゆ
る
五
降
の
後
、彈
、す
べ
か
ら
ざ
る
者

な
り
。

盛
唐
の
詩
人
事
を
用
ふ
る
、自
ら
其
惰
を
明

に
せ
ん
と
欲
す
る
に

過
ぎ
す
、舊
事
の
與
に
相
類
す
る
者
を
援
て
以
て
之
れ
を
言
ふ
の

み
、明
人
の
事
を
用
ふ
ゑ
先
づ
自
ら
己
れ

が

博
覽
に
誇
る
に
意

あ
り
、
=
言

一
語
、必
典
故
に
由
る
、相
類
せ

ざ
る
者
と
雖
、亦
惰
を

以
て
遷
就
す
、輕
薄
焉
れ
よ
り
甚
し
き
は
莫
し
、古
人

も
亦
、
一
言

一
語
、必
、典
故
に
由
る
者
あ
り
、五
言
排
律

聞
、、之
れ

を
し見

る
、而

し
て
情
を
以

て

遷
就
す

る
者
に
至
り

て
は
、斷
じ
て
斯
法
あ
る

こ
と
な
し
。

盛
唐
の
人
喜
ん
で
地
名
を
用
ふ
、而
れ
ど
も
其
他
皆
世
の
著
聞
す

る
所
の
者
、而
し
て
僻
遠
な
る
者
に

至

り
て
は
、名
稱
佳
な
り
と

雖
、亦
詩
料
に
入
る
こ

と
罕
な
り
、葢
亦
以
て
象
及
精
神
を
累
は

す
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
な
り
、近
時

の
詩
人
、地
の
著
否
を
聞
は
す
、

　
　
　
　

ぐ

而
し
て
字
稍
俗
な
ら

ざ
れ
ば
、帥
輙
、釆
用

に
充
つ
、甚
し
き
者
は

乃
擅
に
自
ら
其
名
を
換
易
し
て
以
て
之
れ
を
用
ふ
る
に
至
る
、而

し
て
讀
者
必
再
三
之
れ
を
詰
問
し
て
、然
る
後
に
始
め
て
是
れ
其

地
を
言
ふ
者
な
る
を
知
る
こ
と
を
得
る
な
り
、嘆
ふ
べ
き
こ
と
甚
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始

得
レ知
.是

言

其̀

地

一者
島也
、可
v嘆

甚

矣
。

有

"
一
士

人
n作
胚詩

辭

皆

両
昌典

實
助嘗

作
昌春

日

仁

和

寺

賞
レ花

詩

白

、青

帷

孚

裹

映
v氈

紅
、鈿

権

朱

杯

落

B

申
、莫
レ怪

三

絃

調

偏

苦
、櫻

花

如
v雪

點
昌春

奥

或

難
γ之

云

今

筋
"用

酒

器

是

毳

罪
v杯

也
、仁

和

寺

花
、

乃

漢

士

所
v無
、謂
乏

櫻

噌者

亦

誤

矣
.士

人

不
v能
ソ答
、'

・即

裂
識其

詩

職而

棄
v
之
、亦

可
v険
。

王

昌

齡
、秦

時

明

月

漢

時

關
、明

月

二

宇

殊

似

v無
。

著

落
嚇明

王

世

貞

讀
レ之

不
v能

v得
昌其

解
嚇即

云
、詩

妙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

在
昌可
v解

不
v可
レ解

之

間
嚇夫

世

豊

有

以̀
v不
v可
v解

而

爲
v詩

者

一邪
、然

此

言

U
出

、後

進

皆

惑
務

出
昌可
v解

不
v可
γ解

之

言
晒是

以

當

時

詩

篇

、大

摩

皆

是

醉

人

囈

語

矣
、而

殊

不
v知

龍

標

此

語
、乃

本
輔於

楊

烱

望

斷

流

星

驛

心

馳
、明

月̀

關
一者

也
。

　
　
　
　
　

淇

園

詩

話

し

。
"
士
人
あ
り
、詩
を
作
る
、辭
皆
典
實

を
尚

ぶ
、嘗
て
春
日
、仁
和
寺

に
し
て
花
を
賞
す
る
詩
を
作

る
、日
、、青
帷
孚
裹
げ
て
氈
に
映
じ

て
紅
な
り
、鈿
楹
朱
杯
落
録
の
中
、怪
む

こ

と
莫
れ
三
絃
調
偏
に

苦
め
る
こ
と
を
、櫻
花
雪
の
如

く

春
風
に
點
す
、」或
ひ
と
之
れ
を

難
じ
て
云
ふ
、今
用
ふ
る
所
の
酒
器
は
、是
れ
盞
に
し
て
杯

に
非

す
、仁
和
寺
の
花
は
、乃
漢
土
の
無
き
所
、之
れ

を
櫻

と
謂
ふ
は
亦

誤
れ
り
と
、士
人
答
ふ
る
こ

と
能
は
す
、帥
其
詩
を
裂
き

て

之
れ

を
棄
つ
、亦
嘆
ふ
べ
し
。

王
昌
齡
の
「秦
時
の
明
月
漢
時
の
關
し明
月

の
二

字
殊

に

著
落
な

き
に
似
た
り
、明

の

王
世
貞
、之
れ
を
讀
ん

で
其
解
を
得
る
こ
と

能
は
す
.即
云
ふ
、詩

の
妙
は
解
す
べ
く
解
す

べ
か

ら
ざ

る

の
間

に
在
り
と
、夫
れ
世
豈
解
す
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
而
し
て
詩
と
爲

す
者
あ
ら
ん
や
、然
し
て
此
言

一
た
び

出

で
女
後
進
皆
な
惑
ひ
、

務
め
て
解
す
べ
く
解
す
べ
か

ら
ざ

る

の
言
を
出
だ
す
、是
を
以

て
當
時

の
詩
篇
、大
」率
皆
是
れ
醉
人
の
囈

語
な
り
、而
し
て
殊
に

知
ら

す
、龍
標
が
此
語
、乃
楊
烱
が
「望
は
斷

ふ
流
星
騨
、心
は
馳
す

明
月
關
」と
い
ふ
に
本
つ
く
者
な
る
を
。

一
九
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日

本

詩

話

叢

書

李

白
、清

李

調

三

首
、不
昌唯

其

調
嚇而

其

詩

所
レ命
v意

乃

亦

專

言
昌清

李
嚇葢

瑤

臺

月

下

等

語
、皆

爲

.清

字
一

寫

6其

紳

幡者

也
、第

三

首
、專

言
v李
、乃

解

釋

春

風

無

γ無
限

之

句

、爲
昌李

宇

寫

娼其

情
一者

也
、第

二

首
、乃

欲
鴛

調
.停

兩

首

之

意

以

使
中相

貫

承
期故

於
昌其

中

間
友

添

5置

此

一
貢

者

耳
、則

不
"止

其

辭

絶

妙

嚇而

全

篇

結

撰

奇

拔

更

甚
、惜

前

人

読
昌此

詩

"者
、徇

未
γ論

昌及

是

旨

一也
。

詩

有
昌不
び易
レ解

者

嚇如
"王

維

鳥

鳴

澗

詩

一人

間

桂

花

落
、夜

靜

春

山

筌

、月

出

驚

轟山

鳥
自時

鳴

春

澗

申
、桂

花

落
、即

是

晩

秋
、言
篇春

坦

叉

軻

以

重
,言
昌春

澗

也

、

如
卞楊

烱

夜

迭
昌趙

縱
一詩

n趙

氏

連

城

壁

、由

來

天

下

傳
、邊
扈君

歸
昌舊

府

n明

月

滿
昌前

川
内趙

氏

壁
、雖
呂是

因

v姓
用
7事
、二

句

畢
こ
竟

不
v知
ヨ何

以

有

出此

語
、結

末

殊
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇

李
白
清
雫
調
三
首
、唯
其
調
の
み
な
ら
す
、共
詩
、意
を
命
す

る
所

乃
亦
專
ら
清
卆
を
言
ふ
葢
瑤
蟇
月
下
等
の
語
、皆
清
字
の
爲
め
に

其
紳
を
寫
す
者
な
り
、第
三
首
.專
ら
早
を
言

ふ
、乃
「解
釋

す
春
風

限
り
な
き
恨
しの
句
、卒
字
の
爲
に
典
情
を
寫

す
者
な
り
、第
二
首
、

乃
兩
首
の
意
を
調
停
し
て
以
て
相
貫
承
ぜ
し
め
ん
と
欲
す
為故
に

其
中
聞
に
於
て
、叉
此

}
首
を
添
置
す
る
者

の
み
、則
止
に
其
辭
…

絶
妙
な
る
の
み
な
ら
畩
、而
も
全
篇
結
撰
奇

拔
更

に
甚

し
、惜
む

ら
ズ
は
前
人
此
詩
を
読
く
者
、徇
未
だ
是

の
旨

に
諭
及
せ

ざ

る

な
り
。

詩
に
解
し
易
か
ら
ざ
る
者
あ

り
、王
維

が

鳥
鳴
澗
の
詩
の
如
き

「人
聞
桂
花
落
ち
、夜
錚
に
し
て
春
山
塞
し
、月
出
で
ゝ
山
鳥
驚
き
、

時
に
鳴
く
啓
澗
の
中
、」と
桂
花
落
つ
、卻
是
晩
秋
、春
山
と
言
ひ
、又

何
を
以
て
か
重
ね
て
春
澗
と
言
ふ
や
、楊
烱

が
夜
趙
縱
を
逸
る
詩

の
如
き
.「趙
氏
連
城
の
塰
、由
來
天
下
に
傳
ふ
、君
が
舊
府

に
歸
る

を
逡
れ
ば
、明
月
前
川
に
満
っ
、」趙
氏
璧
は
是
姓
に
因

て
事
を
用

ゆ
と
雖
、二
句
畢
竟
何
を
以
て
か
此
語

あ

る

を
知
ら
す
、結
末
殊

に
其
意
の
相
接
應
す
る
の
處
を
見
す
《
且
つ
明
月
前
川

に
滿

つ
、」

'
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不
v見
昌其

意

相

接

應

之

處
↓且

明

月

満
昌前

川
門亦

將
昌

何

解
嚇如
卞孟

浩

然

逶
麟朱

大

之
ツ秦

詩
ハ分
v手

脱

相

贈
、

卆

生

一
片

心
、何

以

言
昌夲

生
一何

以

心

又

言
昌
一
片
嚇

如
F李

白

獨
昌坐

敬

亭

担

詩
n衆

鳥

高

飛

盡
、孤

雲

獨

去

聞
、相

看

兩

不
γ厭
、只

有
昌敬

亭

山
嚇夫

目

邊
島飛

鴻
{

心

玩
昌聞

雲
嚇自

是

韻

事
、何

以

忽

有
ヨ厭

不
γ厭

之

言
庸

也
、此

特

墨
昌五

言

絶

句
肉而

其

他

此

類

難
v解

者

甚

多
、試

思
亀此

等

解
納亦

是

一
適
。

盛

唐

諸

公
、體

格

各

別
、少

陵

状
v物
、情

態

皆

切
、而

語

皆

有
v力
、如
卞鉾

宣

岳

於

將
ツ崩
、回
緲洪

流

於

方

漲
拍

青

蓮

置
昌思

於

天

地

之

外
嚇而

望
昌物

於

杏

眇

之

際
崩

如
7憐

歸̀

鴻

於

雲

表
門惜
即落

日

於

海

垠
h王

維

如
下望
昌

煙

雨

於

青

嶂
肖瞰
階霞

彩

於

瞰

江
n李

順

如
下行
、過
昌絳

嶺

月

下
嚇杏

聞
巾笙

聲

鶴

唳

雲

霽

之

際
n崔

顯

如
7金

と　
　
　
　
　
淇

園
詩

話

亦
將
に
何
と
か
解
せ
ん
之
す
、孟
浩
然
が
朱
大
が
秦
に
之
く
を
逡

る
詩
の
如
き
、「手
を
分
ち
脱
し
て
相
贈
る
、雫
生

一
片
の
心
、』何
を

以
て
か
卒
生
と
言
ひ
、何
を
以

て

か
心
、叉

一
片
と
言
ふ
、李
白
が

敬
亭
山
に
獨
坐
す
の
詩
の
如
き
盆
爪
鳥
高
く
飛

び
盡
く
し
、孤
雲

獨

去
り
て
聞
な
り
、相
看
て
兩

な
か
ら
厭
は

ざ
る
は
、只
敬
亭
山

あ
ρ
、」夫

れ
目
飛

鴻
を
逡
り
、心
、関
雲
を
玩
ぶ
、自

ら
是
れ
韻
事
、

何
を
以
て
か
忽
}厭
ひ
厭
は
ざ
る
の
言
あ

る
や
語此
特
に
五
言
絶

句
を
擧
ぐ
、而
し
て
其
他
此
類
解
し
難
き

者
甚
多
し
、試

に
此
等

の
解
を
思
ふ
、亦
是

一
適
。

盛
唐
の
諸
公
、體
格
各
別
な
り
、少
陵
は
物
を

趺

す
る
、情
態
皆
切

に
し
て
、而
し
て
語
皆
力
あ
り
、亘
岳

を

將

に
崩
れ

ん
と
す
る
に

さ
エ

擇

へ
、洪
流
を
方
に
漲
ら
ん
と
す

る
に
回
ら
す

が

如
し
、青
蓮
思

を
天
地
の
外
に
置

き
、而
し
て
物
を

杏
渺

の
際
に
望
む
、歸
鴻
を

雲
表
に
憐
み
.落
日
を
海
坂
に
惜

む
か
如
し
、王
維

は
煙
雨
を
青

嶂
に
望
み
、霞
彩

を
澄
江
に
瞰
る

が
如
し
、李
順
は
行
絳
嶺
月
下

を
過
ぎ
、杏
と

し
て
笙

聲
鶴
嗅
を
雲
霄
の
際
に
聞
く
が
如
し
、樫

頴
は
金
龍
日
を
迎

へ
て
而
し
て
動
き
、體
已

に
矯
健
に

し

て
、而

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一=

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

～
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日
本

詩

話
叢

書

龍

迎
v日

而

動
、體

已

矯

健
、而

偏

身

鱗

甲
無
出v所
v不

レ見
"光
怪
一矣
、余

別

有
律

罫

之

書
嚇精
昌辨

諸

家

軆

格

之

劉

今

略

摘
昌其

一
二
葡云
。

晩

唐

之

入
、氣

象

袤

颯
、其

詩

率

多

只

在
昌文

・字

上
一

設
一架

子
饕

如
昌趙

椴

江

樓

書

威

詩
門獨

上
邑江

樓
恵

渺

然
、月

光

如
レ水

水

連
v天
、同

來

翫
v月

入

何

處
、風

景

依

稀

似

去̀

年
{江

樓

風

景

帥

月

光
、如
v水

水

蓮

レ天
句

也
、獨

上

字

與
"同

來

宇
嚇相

反

應
、而

去

年

同

來

翫
v月

人

何

處
、帥

起

句

思

渺

然

是

也
、此

等

詩
、

全

篇

二

十

八

字
、意

思

皆

吐
露

、此

外

無
甚

餘

蘊
h

只

僅

配
昌列

其

文

字

夲

仄
門以

爲
"
一
首

之

詩
俑耳
、盛

唐

決

無
齢此

等

詩
{如
昌思

渺

然

孚
崩趙

椴

只

是

不
γ能
。

此

外

道
昌著

一
語
h若

使
竃盛

唐

諸

公

代

作
昌此

詩
嚇必

能

在
昌此

三

字

上
嚇更

下
驫
一
段

工

夫
嚇而

以

成
㊥
一
篇

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

二
二

し
て
偏
身
鱗
甲
に
し
て
、光
怪
を
見

ざ

る
所
な
き

が
如
し
、余
別

に
律
罫
の
書
あ
り
、諸
家

體

格
の
別
を
精
辨
す
、今
略
し
て
其

一

輔
扁を
摘
す
と
云
ふ
。

晩
唐

の
人
、氣
象
蓑
颯
、其
詩
率
ね
多
く
は
只
文
字
の
上

に
在
り

て
架
子
を
設
く
、譬

へ
ば
趙

鰕
が
江
樓
書
感
の
詩

の
如
き
、「獨
、江

樓
に
上
り
て
思
渺
然
.月
光
、水
の
如
く
水
、天

に
連
な
る
、同
じ
く

來
り
て
月
を
翫
ぶ
人
何

の
處
ぞ
、風
景
依
稀
去
年
に
似

た
り
、」江

樓

の
風
景
、帥
「月
光
水
の
如
く
水
天
に
蓮

る
」の
句
な
り
、獨
、上
の

字
同
來
の
字
と
、相
反
應
し
て
、而
し
て
去

年
同
ぐ
來
り
月
を

翫

ぶ
人
何
の
處
ぞ
、躑
起
句
思
渺

然
是
な
り
、此
等

の
詩
、全
篇

一
一十

八
字
、意
思
皆
吐
露
、此

外
甚
だ
餘
蘊
な
し
、只
僅
に
其
丈

字
甼
仄

を
配
列
し
て
以
て

吋
首
の
詩
と
爲
す
の
み
、盛
唐
決
し
て
此
等

の

詩
な
し
、思
渺
然
の
字
の
如
き
、趙
鍜
、只
是
れ
此
外
に

}
語
を

道

著
す
る
こ
と
能
は
す
、若
し
盛
唐
の
諸
公
を
し
て
代
り
て
此
詩
を

作
ら
し
め
ば
、必
能
く
此
三
字
の
上
に
在
り

て
、更
に

一
段

の
工

夫
を
下
し
て
、以
て

一
篇
絶
妙

の
佳
詩
を
成
さ

ん
、此
れ
乃

盛
唐

晩
唐

の
別
菰
の
。
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絶

妙

佳

詩
琵

乃

盛

唐

晩

唐

之

別

也
。

盛

唐

諸

家

七

絶
、辭

皆

渾

成
、意

皆

圓

足
、是

以

得
昌

全

體

活

動
嚇而

天

機

有
v餘
、中

唐

錢

劉

七

絶
、稍

乏
昌

渾

成

之

力
嚇共

篇

法
、率

皆

至
菖中

聞

則

略

爾
頓
、卻

分

出

以

爲
ガ結

熬
嚇是

以

其

語

氣

至
γ末
、則

差

細
、竟

與
昌所
v起

語

勢
肖難
昌復

接

應
n故

一
篇

巳

完
、尚

須
賢著
昌

數

語
以

補
胆其

意
n如
冒劉

湲
昌裴

郎

申
帆迭
昌李

判

官
詩

及

錢

歸

雁

詩
胡皆

是

也
、韋

應

物
、皇

甫

冉

輩

率

亦

多

用
昌此

法
噌而

其

稍

異

者
、又

乃

其

起

或

漫

然

布

V景
、至
昌結
語
嚇急

生
昌意

思
韓

翊

是

也
、共

他

如
昌張

繼

楓

橋

夜

泊

詩
嚇言
詰姑

蘇

城

外

寒

山

寺
、夜

雫

鐘

聲
嚇

此

殆

非
昌他

郷

客

裡

語
寔

篇

腹

巳

潰

裂

矣
、顧

況

戴

叔

倫

輩
、亦

總

皆

同

一
症

候
、李

盆

語

稍

渾

成
、

而

情

乏
昌含

蓄
肋至
v如
後

裡

征

人

三

十

萬
寔

七

言

　
　
　
　
　

淇

園

詩

話

盛
唐
の
諸
家
、七
絶
辭
皆
渾
成
、意
皆
圓
足
、是
を

以

て
全
體
の
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ

動
を
得
て
、天
機
餘
あ
り
、申
唐
錢
劉

が
七
絶
、稍
渾
成
の
力
に
乏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

し
、其
篇
法
、率
ね
皆
中
間
に
至
診
て
.則
略

一
頓
す
、郤
て
分
ち
出

し
て
以
て
結
熬
を
爲
す
、是
を
以

て
其
語
氣

末
に
至
グ
て
は
、則

差
細
に
、竟
に
起

す

所
の
語
勢
と
.復
接
應

し
難
し
、故
に

蝋
篇
巳

に
完
く
、倫
須
く
數
語
を
著

け

て

以
て
其

意
を
補
ふ
べ
し
.劉
が

裴
郎
中
を
逸
り
、李
判
官
を
逡
る
詩
、及
錢
が
歸
雁

の
詩

の

如
き

皆
是
な
り
、韋
應
物
、皇
甫
冉
が
輩
、雍
ぬ
亦
多

く
此
法
を
用
ふ
、而

し
て
其
稍
異
な
る
者
は
、又
乃
其
起
或
は
漫
然
景

を

布

き
、結
語

に
至
り
急

に
意

思
を
生
す
、韓
翊
是
な
り
、其
他
張
繼
が
楓
橋
夜

泊
の
詩
の
如
き
、「姑
蘇
城
外
寒
山
寺
、夜
孚
の
鐘
聲
」と
言
ふ
、此
殆

他
郷
客
裡

の
語
に
非
す
、是
篇
腹
已
に
潰
裂
す
、顧
況
・戴
叔
倫

か

輩
.亦
總
て
皆
同

一
症
候
、李
釜
、語
稍
渾
成
に
し
て
、而
し
て
情
、含

蓄
に
乏
し
「磧
裡
征
人
三
十
萬
」の
如
き
、是
七
言
歌
行

の
語
氣
、劉

萬
錫
、亦
歌
行

σ
語
を
以
て
絶
句
を

作
る
、結

に
至
り

て

往

々
牧

束
し
難
し
、其
他
の
諸
人
、率
ね
亦
皆
此
類
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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日

本

詩

話

叢

書

脳
　

歌

行

語

氣
、劉

禹

錫

亦

以
昌歌

行

語
裾

昌絶

句
望

ゾ結

　
　

往

往

難
昌收

束
嚇其

他

諸

人

牽

亦

皆

此

類

也
。

5

　 張

仲

素
、漢

苑

行
、回

雁

高

飛

太

液

池
、新

花

低

發

上

林

枝
、年

光

到

處

皆

堪
ド賞
、春

色

人

問

總

未
v知
、

是

太

液

土

林
、乃

以
昌第

三

句

申

到

處

二

字
輸小

束
、

回

雁

高

飛
、新

花

低

發
、乃

以
昌第

三

年

光

二

字
不

束
、而

皆

堪
v賞

三

.字

、乃

併
昌二

小

東
門而

叉

大

緻
昌結

之

者

也
、盛

唐

無
唱此

法
n其

似

昌結

束

一者
、亦

唯

是

照

v前

一
提

者
、譬

如
賛

至

塗
李

侍

御
詩
ね雪

晴

雲

散

北

風

寒
、楚

水

呉

山

道

路

難
、今

日

途
1君

須
レ盡
レ醉
、

明

朝

相

憶

路

漫

漫
、此

今

日

字

非
5結

束
ハ乃

鴫
昌提

雪

晴

雲

散

之

句
一者

也
。明

朝

字

亦

非
昌結

衷

乃

一
昌.

提

楚

水

呉

屮

者

也
、如
繁李

自

此

夜

曲

中

聞
昌折

柳
嚇

何

人

不
レ起
矗故

園

情
友

此

行

不
v爲
昌鱸

魚

膾
百

愛
己

渺

二
四

張
仲
素
漢
苑
行
、「回
雁
高
く
飛
ぶ
太
液
池
、新
花
低

く

發
く
上
林

の
枝
、年
光
到
る
處
皆
賞
す
る
に
堪

へ
た

り
、春
色
人
間
總
て
未

だ
知
ら
す
、」是
太
液
上
林
、乃
第
三
句
中
到
る
處
の
二
字

を

以
て

小
束
す
、回
雁
高
く
飛
び
、新
花
低

く

發
く
、乃
第
三
の
年
光
の
こ

宇
を
以
て
小
束
す
、而
し
て
皆
賞
す
る
に
堪

へ
た
り

の
三

字
、乃

二
小
束
を
併
せ
て
又
大
に
之
れ
を
緞
結
す

る
者
な
り
、盛
唐
此

の

法
無
し
、其
結
束
に
似
た
る
者
も
亦
唯
是
前
を
照
し
て

一
提
す
る

者
、譬

へ
ば
賈
至
が
李
侍
御
を
途

る
詩
の
如
き
、「雪
晴
れ
雲
散
じ

て
北
風
寒
し
、楚
水
呉
山
道
路

難
し
、今
日
君

を

逡
る
須
く
醉
を

盤
く
す
べ
し
、明
朝
相
憶
は
野
路
漫

々
、」此
今
日
の
字

結
束
に
非

す
、乃
雪
晴
れ
雲
散
す
る
句
を

一
提
す

る

者
な
り
、明
朝
の
宇
、亦

結
束
に
非
す
、乃
楚
水
呉
山

を

輔
提
す
る
者
な

り
、李
白
が
「此
夜

曲
中
折
柳
を
聞
く
、何
人
か
故
園
の
情

を
起

さ
ざ
ら
ん
、」及
此
行

鱸
魚
の
膾
の
爲
な
ら
す
、自
ら

名

山
を
愛
し

て
鄰
中
に
入
る
」の

類

の
如
き
.亦
皆
是
此
法
、葢
緻
結
す
れ

ば

則
前
言
皆
死
す
、只
提

破
す
れ
ば
、則
前
言
獪
活
く
、七
言
絶
句
、纔
に
是
四
句
、盛
唐
の
人
・

句
毎
に
之
を
存
す
、以
て
反
應
回

映
の
地
を
爲
す
、中
唐
の
入
、句
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の

名

山
一入
"鄰

中
一之

類
ハ亦

皆

是

此

法
、蓋

緻

結
、則

前

言

皆

死
、
只
提

破

則

前

言

獪

活
、七

言

絶

句
、纔

是

四

句
、盛

唐

入
、毎
v句

存
v之
、以

爲
昌反

應

回

映

之

地
嚇

中

唐

人

毎
v句

緻
γ之
、欲
E以

便

後

之

收

熬
麗

亦

盛

中

作

法
、所
a以

相

異
勵之

一
端
。

盛

唐

人
、作
昌絶

句
↓毎
昌其

首
ハ所
レ命
γ意

往

往

堪
竃取

以

爲
』

箇

絶

妙

佳

題
薯

郵

王

昌

齢

春

宮

典

所
ゾ命

v意
、乃
是

隔
v簾

望

月̀

色
如

畠王

維

崔

處

士

林

亭
、乃

是

萬

緑

中

間

一
雙

自
、如
霊李

臼

秋

下
恥
刑
門
一詩
畠乃

是

溪

口

樹

塞

望
5剣

中
納如
昌峨

眉

山

月

歌
嚇乃

是

・身

在
論三

峡

舟
恵

懸
夲

羌

旦

如
彑王

昌

齢

逾
昌別

魏

繭三

乃

是

雨

航

坐

想
昌遙

天

旦

此

類

甚

多
。

王

昌

齡

集

中
、長

信

秋

詞

五

首
、第

五

首
、乃

含
昌前

四

首

之

意
門以

爲
昌
一
首
噂者
、蓋

其

第

一
首
、金

井

梧

　
　
　
　
　
淇

園

詩

話

毎
に
之
れ
を
緻
す
、以
て
後

の
牧
無

に
便
に

せ

ん

と
欲
す
、此
亦

盛
中
の
作
法
、相
異
る
所
以
の

一
端
な
り
。

盛
唐
の
人
、絶
句
を
作
る
、共
首
毎
に
、意
を
命
す

る
所
、往

々
取
り

て
以
て

一
箇
の
絶
妙
佳
題
と
爲
す
に
堪

へ
た
り
、譬

へ
ば
王
昌
齡

が
春
宮
の
曲
の
如
き
、意
を
命

す

る
所
、乃
是
れ
簾
を
隔
で
ゝ
月

色
を
望
む
、王
維
が
擢
處
士
が
林
亭
の
如
き
、乃
是
萬
緑
中
問

一
雙

白
、李
白
が
秋
、荊
門
を
下

る
詩

の
如
き
、乃
是
れ
溪
ロ
樹
察
ふ
し

て
刻
中

を
望

む
、峨
眉

山
月
の
歌

の
如
き
、乃

是
れ
身
は
三
峽

の

舟
に
在
り
、思
は
雫
蒐
の
月
に
懸
く
、王
昌

齢

が
魏
三
を

途
別
す

る
が
如
き
、乃
是

れ
雨
航
に
坐

し
て
遙

天
の
月
を
想
ふ
、此
類
甚

多
し
。

王
昌
齡
が
集
中
、長
信

の
秋
詞
五
首
、第
五
首
.乃
前
の
四
首

の
意

を
合
し
て
、以
て

一
首
と
爲
す

者

な
り
、葢
其
第

一
首
、金
井
梧
桐

は
、乃
其
第
五
首
の
起
句
「長
信
宮
中
秋
月
明
」を
咏
す

る

の
詩
な

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
五
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日

本

詩

話

叢

書

桐
、乃

咏

其

第

五

首

起

句

長

信

宮

中

秋

月

明
芝

詩

也
、其

第

二

首
、高

殿

秋

砧
、乃

咏
其

第

五

首

承

句

昭

陽

殿

下

擣

衣

聲

之

詩

也
、第

三

首

奉
ゾ箒

卆

明
、乃

咏

」其

轉

句

自

露

堂

中

細

艸

色
乏

詩

也
、第

四

首
、翼

成
噌簿

命
『乃

咏
昌其

合

句

紅

羅

帳

裡

不
質勝

V情
之

詩

也
、探

潼

曲

二

首
、荷

葉

羅

裙
、乃

咏
其

第

一
首

第

三

句

來

時

浦

口

花

迎

入
轄之

詩

也
、意

此

外

徇

當
γ有
暫咏
昌其

第

二

四

句
乏

詩
畠蓋

逸
膨之

也
。

本

邦

釋

空

海

斫
v署

交

鏡

秘

府

論

所
ド引
、昌

齢

句
、

率

多
昌今

集

中

所
.無
.寄
昌驩

洲
輌詩
.與
v君

遠

相

知
、不

v道
昌雲
海

深
n叉

見
'譴

至
昌伊

水
一詩
、得
v雛

由
ゲ己

招
.本

性

易
昌然

諾
嚇叉

題
昌上

人

房
職詩
、逋
v經

彼

上

入
、無
γ迹

任
篩勤

苦
ハ又

迭

別

諸

詩

云
、春

江

愁

迭
v客
、慧

草

生
昌

氛

氛
友

云
、河

日

餞

南

峯

準

帆

清

江

水
、此

外

樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六

り
、共
第
二
首
高
殿

の
秋
砧
は
、乃
其
第
五

首

の
承
句
「昭
陽
殿
下

擣
表

の
聲
」を
咏
す
る
の
詩
な
り
、第
三
首
箒

を
奉

す

雫
明
は
、乃

猛
ハ轉
句
、白
露
堂
中
細
草
色
」を
咏
す
る

の

詩
な
り
、第
四
首
翼
に

薄

命
を
成
す
は
、乃
非
合
句
触紅
羅
帳
裡
情
に
勝

へ
ざ
る
」を

咏
す

る
の
詩
な
り
、採
蓮
曲

の

二
首
、荷
葉
羅
禰

は
、乃
其
第

一
首
第
三

句
「來
る
肝
浦

口
花
迎

へ
入
る
しを
咏

す
る

の
詩
な
り
、意
ふ
に
齔

外
徇
當
に
其
第
二
の
四
句
を
咏
す
る
の
詩
あ
る
べ
し
、葢
之
れ
を

逸
す
る
な
り
。

本
邦
釋
塞
海
、著
す
所
の
交
鏡
秘
府
論

に
引
く
所
、昌
齢
が
句
、率

ね
今
の
集
中

無
き
所
多
し
、驩
洲
に
寄
す

る
詩
、「君
と
遠
く
相
知

る
釜
胃海

の
深
き
を
道
は
す
、」叉
譴
せ
ら
れ
て
伊
水
に
至
む
の
詩
・

「罪
を
得
る
は
己
よ
り
招
く
、本
と

性
然
諾
し
易
し
、」叉
上
人
の
房

に
題
す
る
詩
「經
に
通
す
る
彼
の
上
人
、迹
な
く
勤
苦
に
任
す
、」叉

邊
別
の
諸
詩
に
云
ふ
、「春
江
愁
ひ
て
客
を
邊
る
、葱
草

氛
盆
を
生

す
、」叉
云
ふ
、「河
口
南
客
を
餞
す
、帆
を
進

む

清
江

の
水
、」此
外
尚

甚
多
し
、而
し
て
皆
今
の
集
の
有
ら
ざ
る
所
、乃
知
る
今
傳

ふ

る
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甚

多
、而

皆

今

集

所
レ不
レ有
、乃

知

今

所
γ傳

諸

家

集
.

闕

脱

亡

逸

者

固

多

矣
。

昌

齢

集

中
、殿

前

曲

二

首
、殊

淺

淺

恐
、非
昌龍

標

所
'

作

也

、以
彊春

宮

曲

唐

人

絶

句

申

題

作
爲殿

前

曲

恵

v

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ

之

、蓋

此

二

首
、本

作
昌於

他

人

之

手
晒而

與
5昨

夜

風

開

詩

咀當

時

樂

府

探

擁

合
v之
、以
聯殿

前

曲

輛命

}其

名

騨

者

、而
.後

人

不
聖知

第

見
並共

中

有
自昌

齢

之

詩
内因

併
昌

其

二

詩

肖亦

編

。入

於

集

中

幅者

也
、其

如
下駕

出
昌長

安

一

五

律
い本

是

宋

之

問

詩

、亦

誤

竄

入

者

也
。

少

陵

七

言

律
、解

者

往

往

未
v能
v到

昌作

者

之

意
晒如
噐

曲

江

劉
v酒

詩
↓三

四
、林

花

著
レ雨

臙

脂

濕
、水

有

牽

γ
風
翠

帶

長

、臙

脂

翆

帶

二

語
、竝

皆

爲
誓結

言
島暫

醇

佳

人

錦

瑟

傍

作

v引

者

、如
ア江

亭

晩

色

靜
爲年

芳

句

竡

蓋

言

曲

江

晩

春
、是

爲
.昌
一
年

芳

菲

最

盛

之

會

ハ而

　

　
　
　
　

淇

園

詩

話

所
諸
家
集
闕
脱
亡
逸
す
る
者
固
よ
り
多
き
を
。

b

昌
齡
が
集
中
、殿
前
の
曲
二
首
、殊

に
淺

々
、恐
く
は
龍
榛
が
作
る

所
に
非
す
、春
宮
の
曲
、唐
人
、絶

句

申
に
題
し
て
殿
前
の
曲
と
作

す
を
以
て
之
を
思
ふ
に
、葢
此
二
首
、本
と
他
人

の
手
に
作
ら
る
、

而
し
て
昨
夜
風
開
く
の
詩
と
、當
時
、樂

府
採
り
て
之
れ
を
合
し
、

殿
前
の
曲
を
以
て
其
名
を
命
す
る
者
な
ら
ん
、而
し
て
後
入
知
ら

　
　
　
た
ぽ

す
し
て
、第
其
中
昌
齡
の
詩
あ
る
を
見
て
、因
て
其

二

詩
を
併
せ
、

亦
集
申
に
編

入

す
る

者

な
り
、其
駕
し
て
長
安
を
出
つ
の
五
律

の
如
き
、本
是
れ
宋
之
問
の
詩
、亦
誤
り
て
竄
入
す
る
者
な
り
。

少
陵
が
七
言
律
、解
す
る
者
往
々
未
だ
作
者
の
意
に
到
る
差
能
は

す
、曲
江
酒
に
對
す
る
詩
の
如
き
、三
四
、「林
花
雨
を
著
け
て
臙
脂

濕
ひ
、水
碧
風
を
牽
て
翠
帶
長
し
、」臟
脂
翠
帶

の

二
語
、竝
に
皆
結

に
「暫
く
醉
ふ
佳
人
錦
瑟
傍
しと
言
ふ
が
爲

に

引
を
爲
す
者
な
り
、

「江
亭
の
晩
色
年
芳
靜
な
り

」の
句
の
如
き
、葢
言
ふ
曲
江
の
晩
春
、

是

一
年
の
芳
菲
最
盛
ん
な
る
の
會
と
爲
す
、而
し
て
此
日
滿
苑
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七
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畑5

へ一　　

　
　
　
　
　

日

本

詩

話
叢

書

此

日

滿

苑

細

雨
、遊

玩

者

無
昌
一
人

至
也

、如
昌帥

事

詩
肉暮

春

三

月

巫

峽

侵
、晶

晶

行

雲

浮
賻肩

光
嚇雷

聲

忽

邃

千

峰

雨
、花

氣

渾

如
昌百

和

香
n巫

峡

長
、乃

爲
昌

第

三

句

千

峰

字
作

v伏

也
、晶

晶

行

雲

淨
昌日

光
嚇乃

爲
第

三

句

忽

字
「作
二反

襯
著

也
、而

解

者

不
v知

矣
、

如
ド題
昌張

氏

隱

居
詩

い乘
v興

杏

然

迷
昌出

疆
"出

處

二

宇

乃

本
"易

君

子

之

道

或

出

或

處
門蓋

謂
昌仕

與
ワ隱

者
、而

解

者

以

爲
昌出

路
嚇而

不
v知
晶如
v此

解

則

殆

丕

v成
v語
也
、如
琺

西

陂

泛
ピ舟

黄

青

娥

皓

齒

在
一穫

毅

横

笛

短

簫

悲
昌遠

天
嚇解

者

以

爲

悲
昌遠

天
哨哀
コ吟

於

空

濶

之

地
一也
、不
v知

其

言

横

笛

短

簫

悲

瞭

飛
v響
、

而

自

遠

聞
目其

聲
ハ卻

若
「在
轟雲

霽

之

表
也

、如
冒鱠
昌獻

納

起

居

田

舍

人
詩

畠獻

納

司

存

雨

露

邊
、地

分

清
.

切

任
・才

賢
嚇分

字

本
昌分

際

之

義
嚇蓋

亦

三

聲

癒

轉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

細
雨
、遊
玩
す
る
者

一
入
も
至
る

ε

な

き
ε
を
、帥
事

の
詩

の
如

き
、「暮
春
三
月
巫
峽
長
し
、晶

々
た
る
行
雲
日
光
淨
ぶ
、雷
聲
忽
途

る
千
峰
の
雨
、花
氣
渾
て
百
和
香
の
如
し
、」巫
峽
長
は
、乃
第
三
句

千
峰
の
字
の
爲
に
伏
を
作
す
な
り
、晶

々
た
る
行
雲
日
光

浮

ぶ

は
、乃
第
三
句
、忽
の
宇
の
爲
に
、反
襯
を
作
す
者

な
り
、而
し
て
解

す
る
者
知
ら
す
、張
氏
が

隱
居
に
題
す
る
詩

の
如
き
、「興
に
乘
じ

て
杏
然
と
し
て
出
處
に
迷
ふ
、」出
處
の
二
字
、乃
易

の
君
子
の
道

或
は
出
或
は
處
る
に
本
つ
く
、葢
仕
る
と
隱

る
ゝ
と
を
謂
ふ
者
に

し
て
、而
し
て
解
者
以
て
出

路
と
爲
す
、而
し

て
此
の
如
く
解
す

る
と
き
は
則
殆
ど
語
を
成
さ
穿
る
を
知
ら
す
、城
西
陂
に
舟
を
泛

ぶ
の
詩
の
如
き
、「青
娥
皓
齒
褸
船

に
在
り
、横
笛
短
簫
遠
天
に
悲

し
む
、」解
者
以
爲
ふ
、遠
天
に
悲
し
む
は
筌
濶

の
地

に
哀
吟
す
る

な
り
と
、知
ら
す

其

言
ふ
は
横

笛
短
簫
、悲
瞭
響

を
飛

ば
し
て
・

而
し
て
自
ら
遠
く
其
聲
を
聞
く

に
、卻
て
雲
霽

の
表
に
在
る
が
若

く
な
る
を
、獻
納
起
居
田
舍
人
に
鱠

る
詩

の
如
き
^
獻
…納
司
存
雨

露
の
邊
、地
分
清
切
に
し

て
才
賢
に
任
す
、」分
字
、分
際
の
義
に
本

つ
く
、葢
亦
三
聲
通
轉
な
妙
、田
九
判
官
に
贈

る
詩
の
如
き
、「宛
馬

け
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也
、如

鱠

儡田

九

判

官

詩

亠、宛

馬

總

肥

春

苜

蓿
、春

古

本

作
v秦

、蓋

字

誤
、而

解

者

不
レ知
、此

類

不
γ遑
"枚

擧

"

矣

。
明

譚

宗

公

近

軆

秋

陽

、論

詩

庇

病

嚇而

切

中
昌肯

綮
「

日
、詩

有
並篇

病
嚇有

昌聯

病

「有

昌句

病

嚇有

昌字

病
嚇亡
v情

強

作
、見
v韻

率

爾

爲
v之
、奮

興

而

躓
"末

、無
昌比

興

之

壑

前

後

不
"相

屬

ハ輙

相

矛

盾

無

昌層

折

n無
昌次

第
嚇先

構
昌

中

聯

嚇而

以
呂首

尾

一襯

帖

成
γ之

、此

篇

病

也
、兩

聯

對

法

略

同
、讀
v之

取
v厭
、如
7李

羣

玉

灘

惡

黄

牛

吼
、城

孤

自

帝

秋
、水

寒

巴

字

急
、歌

廻

竹

枝

愁
沿四

句

一

法
、叉

上

聯

以
噌申

乙
一分

對
、而

下

聯

單

承
v甲
、或

單

承
レ乙
、偏

鸚
昌其

ご
以
レ虚

對
V實
、以

V客

羯
"主
、千

必

偶

v萬

、似

必

匹
v如
、如
賢羅

隱

時

電

天

地

雖
ゲ同
γ力
、蓮

去

英

雄

不
趣
,

由
出、時
來
、蓮

去
、駿

俗

到

不
v了
、此

聯

病

　
　
　
　
　

淇

園

詩

話

總
て
肥
春
苜
蓿
、」春
、古
本
秦
に
作

る
、葢
、字

の
誤

な

り
、而
る
に

解
者
知
ら
す
、此
の
類
枚
擧
す
る
に
遑
あ
ら
す
。

明
の
譚
宗
公
、近
體
秋
陽
に
、詩
の
疵
病
を
論

し
て
、切
に
肯
綮
に

中
る
、日
、詩
に
篇

の
病
あ
り
、聯
の
病
あ
り
、句
の
病
あ
り
、字
の
病

あ
り
、情
亡
く
し
て
強
い

て
作
り
、韻
を
見

て
率
爾
之
れ
を
作
り
、

奮
興
し
て
而
し
て
末
に
躓
き
、比
興

の
趣
な
く
、前
後
相
屡
せ
す
、

輙
相
予
盾
し
て
暦
折

な

く
、次
第
な
く
、先
づ
中
聯
を
構
し
て
、而

し
て
首
尾
を
以
て
襯
帖
し
て
之

れ

を

成
す
は
.此
れ
篇
の
病
な

り
、兩
聯
、對
法
、略
同
し
き
は
、之
れ
を
讀
ん
で
厭
を
取
る
、李
群
玉

が
「灘
悪
く
し
て
黄
牛
吼
き
、城
は
孤
な
り

白

帝

の
秋
、水
寒
ふ
し

て
巴
字
急
に
、歌
廻
か
て
竹
枝
愁
ふ
」の
如
き
、四
句

一
法
、又
上
聯
、

甲
乙
を
以
て
分
樹
し
、而

し

て
下
聯
單

に
甲
を
承
け
、或
は
單
に

乙
を
承
け
、偏
に
、其

一
を
發
し
、虚
を
以
て
實

に
封
し
、客
を
以
て

主
に
對
し
、千
は
必
、萬
に
偶
し
、似

は
必
、如
に

匹
す
、羅
隱
が
↓
時

來
り
て
天
地
力
を
同

う
す
と
雖
、蓮
去
り
て
英
雄
自

由
な

ら
す
」

の
如
き
、時
來
、蓮
去
、駿
俗
到
り
て
了
な
ら
す
、此
れ
聯
の
病
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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蜘

　

　
　
　
　

日

本

詩

話

叢

書

也

、語

拙

意

庸

俗
、結

撰

罕

直
、本

無
昌意

思
納而

邂

逅

成

v言
、過

取
昌切

近
h使

風

情

塾

墮
h用
v古

而

爲
。古

駈
昌

拘

牽

一不
レ能
昌化

裁

斡

運
朔此

句

病

也
、雙

字

單

用
、如
昌

燥

燥

逢

逢

霏

霏

萋

萋

等

宇

n不
F可
畠折

取
一之

類
、自

居

易
、鸚

爲
昌能

言

"常

剪
ゲ翅
、李

嘉

紡
、登

艫

一
望

倍
、

含

悽

、折
"用

鸚

鵡

舳

艫

字

嚇大

爲

疚̀

病

嚇單

句

犯
昌曲

韻

茹

下盧

綸

玉

壺

傾
昌菊

酒

=

顧

一
淹

留
、彩

筆

徴

昌

枚

異

花

筵

舞

莫̀

愁
一之

類
畠、本

非
蓮

⇔用

成

語

字
葡

句

尾

兩

字

同
v韻

、如

韓

翩
、人

家

舊

在

自

鴎

洲

之

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ド

類

若
a香

山

共

畭

黄

叟

酒
、同

上

莫

愁

婁

則

二

病

齊

犯
γ之

矣
、五

言
、七

言
、二

五

字

同

韻
、如
智高

適

諸

生

日
驫萬

盈
"杜

甫

風

稜

痩

骨

成

之
類
上、即

七

言

五

七

字

同

韻
、亦

不
v好
γ讀
、叉

一
字

之

筋

力
、恆

生
轟
ご

句

之

色
噛凡

煉

句

皆

然
、此

法

少

陵

最

工
、.即

此

一

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
〇

語
拙
く
意
庸
俗
、結
撰
罕
直
、本
と
意
思

な

く
、而
し
て
邂
逅
に
言

を
成
し
、過
ち
て
切
近
を
取
り
、風
情
を
し
て
塾
墮
せ

し

む
、古
を

用
ひ
て
而
し
て
古
に
拘
牽

せ
ら

劇
、化
裁
幹
運

す
る

こ
と
能
は

す
、此
れ
句
の
病
な
り
、雙
字
單
用
す
、燥

々
、逢

々
、霏

々
妻

々
等
の

字
の
如
き
折
取
す
べ
か
ら
ざ

る

の
類
、白
居
易
、鸚
は
能
く
言
ふ

が
爲
に
常
に
翅
を

剪
ら

る
∂
李
嘉
稀
、「登
艫

一
望
倍
含
悽
、」鸚
鵡

舳
艫

の
字
を
折
用
す
、大
に
疚
病
た
り
、單
句
、曲
韻
を
犯
す
盧

綸
、

「玉
壺
、菊
酒
を
傾
く
、
一
顧

一
た
び
淹
留
す
、彩
筆

枚
叟
を
徴
し
、花

筵
莫
愁
を
舞
は

す
」の
類
の
如
き
、本
、成
語
の
字

を
連
用
す

る
に

非
す
、而
し
て
句
尾
兩
字
韻
を

同
し
く
す
、韓
翊

が
「人
家
舊
と
在

り
白
鴎
洲
の
類
の
如
き
、香
山
が
共

に
畭

る
黄
叟
が
酒
、同
じ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

し

上
る
莫
愁

か
樓
」の
若

き
、則
二
病
齊

し

く
之

れ

を
犯
す
、五
言

七
言
、二
五
の

字
、伺
韻
』
筒
適
が
「諸
生
に
萬
盈

と

日

ふ
.」杜
甫
が

「風
稜
痩
骨
成
る
』の
類
の
如
き
、帥
七
言
に
五
七

の
字

同
韻
、亦
讀

む
を
好
ま
す
、叉

一
字

の
筋
力
、恆
に

一
句
の
色

を
生
す
、凡
煉
句

皆
然
り
.此
法
少
陵
最
エ
な
り
、帥
此

一
字
佳
な
ら
さ
れ

ば
、
一
句

素
然
た
り
、此
れ
字
の
病
な
り
、詩
を
學

ぶ
者
尤
此
等
の
四
病
を
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字

不
「佳
、
}
句

索

然

矣
、此

字

病

也
、學
v詩

者
、尤
不

レ可
γ不
v知
昌此
等

四

病
一也
.

王

績

野

望

詩
、句

句

字

字
、皆

傷
蒔

特
ツ亂

之

語
、孟

浩

然

臨
昌洞

庭
詩

、句

句

字

字

皆

傷
權

臣

蔽
》君

之

語
、唐

詩

固

多
蜜此

比

喩

借

言

以

流
♂
己

意
一之
作
轟、而

近

時

解
レ詩

者
、務

其̀

説

罕

易
嚇乃

不
昌敢

言

及
㌘此
、亦

一
概

之

見
、非
昌公

論
"也
。

高

適

詩
.東

路

雲

山

合
、南

天

瘴

癘

和
、和

字

前

人

解

皆

爲
勘
崩
和

之

義
肖誤

矣
、當
v爲
ピ和

条

之

葬
嚇蓋

嘗
'

南

方

風

士

多
昌瘴

氣
聚

有
舮癘

風
上也

思

深

常

帶
v別
、

常

字

是

當

字

誤
.思

深

二

宇
、本
雛於

延

陵

季

子

聽

ゲ樂
之

語
輔者
、山

空

木

葉

乾
、山

筌

者
、謂
置搖

落

候

早

林

巳

塞

虚
、而

委

地

隕

篝
、又

皆

成
}稿

乾
}也
、杜

甫

詩

范

蠡

舟

偏

小
、王

喬

鶴

不
v羣
、言
事共

研
y攜

資

裝

　
　
　
　
　
洪

園
詩

話

知
ら
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
す
。

王
績
、野
望
の
詩
、句

々
宇

々
、皆
時
の
將
に
亂

れ
ん
と
す

る
を
傷

む
の
語
、孟
浩
然
洞
庭

に
臨

む
詩
、句

々
字

々
皆
權
雛
君
を
蔽
ふ

こ
と
を
傷
む
の
語
、唐
詩
固
よ
り

爵
比
喩
借

言
、以
て

己
れ

が
意

を
述
ぶ
る
の
作
多
し
、而

し

て

近
時
詩
を
解

す
る
者
、其
読

の
挙

易
な
ら
ん
こ
と
を
務
め
て
、乃
敢
て
言

ふ
て
此

に
及
ば
す
、亦

噸

概
の
見
、公
論
に
非
ざ
る
な
り
'。

高
適
が
詩
、「康
路
雲
山
合
し
、南
天
痘
癘
和

す
、し和

の
字
、前
人
の

解
皆
融
和
の
義

宀
爲
す
は
誤
れ
り
、當
に
和
象

の
義

と

爲
す

べ

し
、葢
南
方
の
風
土
瘴
氣
多
く
、兼
ね
て
癘
風

あ
る
を
言
ふ
な
り
・

「思
深
は
常
に
別
を
帶

ぶ
、」常
の
字
は
是
れ
當

の
字
の
誤
り
、思
深

の
二
字
、延
陵
季
子
、樂
を
聽
く
の
語
に
本

つ
く
者
、「山
室
ふ
し
て

木
葉
乾
く
」、山
室
と
は
搖
落
の
候
、早
林
巳
に

室
盧

に
し
て
、地
に

委
す
る
隕
篝
.又
皆
稿
乾
を
成
す
を
謂
ふ
、杜
甫

か
詩
.「范
蠡
舟
偏

に
小
、王
喬
鶴
群
せ
す
、」其
攜
ふ
る
所
の
資
裝
、必
し
も
多
き

を
求

め
す
、故
に
他
舟

に
比
す
る
に
更
に
偏
に
小

な

る
を
言
ふ
、鶴
群

せ
す
、亦
群
類
と
相
依
る
を
事
と
せ
ざ
る
を
謂

ふ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一一二
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日

本

詩

話

叢

書

不
昌必

求

ワ多

、故

些

他

舟

更

偏

少

也
、鶴

不
v羣
、亦

謂

.
不
v事
事與
昌群
類

一相

依
鵡也
。

岑

參

逶
邑張

子

尉
昌南

海

h海

曙

三

山

雨
、花

明

五

嶺

春
、此

郷

多

昌寳

玉
h愼

莫
v厭
昌清

貧
嚇暗

明

二

字
、自

然

與
τ結

語

戒
v勿
v行
亀晤

汚

濫

之

事
乏

意
上相

映
、李

臼

逶
騨友

人

入
ツ蜀

、芳

樹

寵
鞨秦

棧
h春

流

遶

昌蜀

城
門升

沈

應
昌巳

室

不
旨必

問

君

至

芳

樹

句

與

昌升

字

映

、春

流

句

與
昌沈

宇

[映
、棊

毋

潛
…
逾
畠章

彜

下

第

門黄

鶯

啼

就

v馬
、自

日

暗

歸
v林
、三

十

名

未
レ立
、君

還

惜

寸̀

陰
門日

暗

寸

陰

相

映
、盛

唐

詩
、多
冒用
"此

映

接

法

一者
加

黄

鶴

褸

詩
、全

篇

主

意
、言

昔

人

已

去

不
昌復

返
h則

此

地

黄

鶴
門樓

、不
v知

餘
昌此

古

蹟

嚇者
、竟

成

畠何

用

一乎
、

徒

令
下吾

輩

覊

放

之

人
、登

臨

以

望
轟故

郷

門卻

増
ボ
客

愁
上耳
、鳳

皇

臺

詩

全

篇
…、立
レ意

頗

冗

雜
、不
v妬
彗崔

直

三
二

岑
參
、張
子
が
南
海
に
尉
た
る
を
逶
る
、「海
は
暗
し
三

山
の
雨
、花

は
明
な
り
五
嶺
の

春
、此
郷
寳
玉

多

し
瀞愼
ん
で
清
貧
を
厭
ふ
こ

と
莫
れ
、」暗
明
の
一
}字
、自
然
に
結
語
の
曙
汗
濫
の
事
を
行

ふ

こ

と
勿
れ
と
戒
む
る
の
意

と
相
映
す
.李
白
が
友
人

の
蜀
に
入
る

を
邊
る
、「芳
樹
、秦
棧
を

籬
め
、春
流
、蜀
城

を

遶
る
、升
沈
應
に
巳

に
定
れ
る
べ
し
、必
し

も
君
平
に
聞
は
す
、」芳
樹
の
句
、升
字
と
映

す
、春
流
の
句
、沈
の
字

と
映

す
、基
…毋
潛
、章
彜
が
下
第
を
逡
る
、

「黄
鶯
啼
い
て
馬

に
就
き
、白
日
暗
く
し
て
林

に
歸
る
、三
十
名
未

だ
立
た
す
、君
還
り
て
寸
陰
を
惜
し
め
、」日
晤
寸
陰
相
映

す
、盛
唐

の
詩
は
此
映
接
の
法
を
用
ふ
る
者
多
し
。

黄
鶴
樓
の
詩
、全
篇
の
主
意
、言
ふ
昔
入
巳
に

去
り
て
復
返
ら
す
、

則
此
地
の
黄
鶴
樓
、知
ら
す
此
古
蹟

を

餘
す

者
、竟

に
何
の
用
を

成
す
や
、徒
に
吾
輩
覊
族
の
人
を
し
て
登
臨
し
て
以
て
故
郷
を
望

み
、卻
て
客
愁
を
増
さ
し
む
る

の
み
と
、鳳
皇
臺

の
詩
全
篇
、意
を

立
つ
る
頗
冗
雜
、崔
が
直
截
痛
快
な

る

に

如
か
す
、宜
な
り
其
嘗



5鵬

截

痛

快
叫宜

矣

其

嘗

欲
v槌
"碎

之
一也
。

岑

參

秦

女

峰

頭

雪

未
v盡
、胡

公

陂

上

日

初

低
、愁

窺
昌白

髪

羞
噂薇

祿
h悔
v別
昌青

山
騨憶
昌舊

溪
百

髮

與
昌峰

頭

雪
n亦

是

映

接

法
。

排

律

本

不
v得
昌強

作
嚇唯

親
b其

所
『賦

之

事

常
雫必

用
昌

大

瞥
。
雄

辭

繁

言

縟

稱
肖然

後

始

得
占盡
昌其

物

歌

情

能
少
者
麝、而
後

用
}此

體
賦

v之
、其

起

語

不
昌宏

壯
一則

其

氣

不
"以

足
弾貫
昌穿

其

中

間

數

聯
h以

成
ゆ
一
篇
よ、結

語

亦

然
。

排

律

篇

長

句

多
、而

其

開

闘

變

化

之

法
、雖
事亦

難
舮

以
二

律
定

へ
而
要
v之

祗

亦
、律

絶

同

法
、而

不
γ過
ヨ其

重

疊

之

間
、手

法

有
昌小

異
儡耳
。

兩

漢

天

質

自

然

魏

稍

加
匐筆

贍

而

渾

樸

徇

完
、馬

晉

巳

下

丈

盆

勝
v質
、而

漸

流
昌綺

黶

昔

賢

言
昌古

詩
嚇

　

　
　
　
　

淇

園

詩

話

・

て
之
れ
を
槌
碎
せ
ん
と
欲
す
る
こ
と
や
。

岑
參
「秦
女
峰
頭
雪
未
だ
蠱

き

す
、胡
公
披
上
日
初
め
て
低
る
、愁

へ
て
白
髮
を
窺
ふ
て
微
祿
を
差
ぢ
、青
山
に
別
れ
し
を
悔
い
て
舊

溪
を
憶

ふ
、」白
髪
と
峰
頭
の
雪
と
、亦
是
れ
映
接
の
法
な
り
。

排
律
、本
強
、て
作
る
こ
と
を
得
す
、唯
其
賦
す
る

所
の
事
、當
に
必

大
篇
雄
辭
繁
言
縟
稱
を
用
ぴ
て
、然
し
て
後

に
始
め
て
其
物
歌
情

態
を
盡
く
す
こ
と
を
得
べ
き
者
を
視
て
、而
し
て
後
に
此
體
を
用

ひ
て
之
れ
を
賦
す
、共
起
語
、宏
壯
な
ら
ざ

れ
.ば
、則
其
氣
以
て
其

中
間
數
聯
を
貫
穿
し
て
以
て

「
篇
を
成
す
に
足
ら
す
、結
語
も
亦

然
り
。
、

排
律
篇
長
く
句
多
し
、而
し
て
其
聞
闔
變
化

の
法
、亦

】
律
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

た
だ

て
定
め
難
し
と
雖
、而
し
て
之
れ
を
要
す

る
に
、祗
亦
律
絶
同
法

に
し
て
、而
て
其
重
疉

の
聞
、手
法
、小
異
あ
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

兩
漢
は
天
質
自
然
、魏
は
稍
筆
贍

を
加
ふ
、而
し

て
渾
樸
徇
完
し
、

馬
晉
己
下
、文
釜
質

に
勝
ち
て
、漸
く
綺
靡
に
流
る
、昔
賢
、古
詩
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三
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日

本

詩

話

叢

書

必

推

昌漢

魏

著

、論

固

不
v可
、v易

巳
、雖
v然

李

唐

以

後

詩

體

既

巳

一
變
、入

無
レ不
レ習
昌律

絶
↓而

其

所
副以

吟

v性

咏
づ情

之

道
、辭

巳

不
レ便

於

法
7彼
、而

文

亦

固

宣

路

於

守
ツ此
、則

當
昌今

之

世
∩欲
v爲
昌漢

魏

之

古

詩

一者
、乃

亦

不
〃達

之

尤

者

也
、少

陵

U
生

不
γ作
擬

古

樂

府

門

豊

亦

有
v見
昌乎

此

脚者

與
、明

李

攀

龍

云
、唐

無

昌五

言

古

黄

而

其

有
昌古

詩
陳

子

昂

以
'其

古

詩

爲
舌

黄

不
V取

也
、乃

其

集

中

自
輔漢

鐃

歌

「巳

下

無
V所
μ不
レ擬
、

而

迭

別
、鱠

酬
、傘

微

漢

魏
侭
、v是

當

時

詩

人
、慕

徇

成
レ風
、朱

鷺
、上

之

回
、必

列
昌於

集

中
門途

別

贈

酬
、必

裝

昌漢

體
h唯

論

昌巧

拙

於

詭

遇

葡

不
レ知
昌馳

驅

無
v範

之

可
サ恥
、古

云
、文

章

關
蒔

運

則

當

時

士

風

之

輕

佻

、斯

亦

可
苡

覩

一焉

矣

。

李

白

擬

古

樂

府

題
、雖
v因
v古
、而

機

軸

由

y巳
、是

以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

言
ふ
.必
漢
魏
を
推
す
者
は
.論
固
よ

り
易
ふ
べ
か
ら
.ざ
る
の
み
、

然
り
と
雖
、李
唐
以
後
、詩
體
既
巳

に

一
變
す
、入
、律
絶
を
習
は
ざ

る
は
な
し
、而
し
て
共
性
を
吟
じ
情
を

咏
す

る
所
以
の
道
、辭
已

　
　
　
　
の
つ

に
彼
れ
に
法
と
る
に
便
な
ら
す
、而
し
て
交
も
亦
固
よ
ゆ
此
れ
を

守
る
に
宜
し
、則
今
の
世
に
當
り
て
、漢
魏
の

古
詩

を
爲
ら
ん
と

欲
す
る
は
、乃
亦
逹
せ
ざ
る

の

尤
な
る
者
な
り
、少
陵
、
一
生
擬
古

　
　
　
　
　

ぼ
と
ん

樂
府
を
作
ら
す
、豈
ど
亦
此
に

見
る
こ

と
あ

る
者
か
、明
の
李
攀

龍
云
ふ
、唐

に
五
言
古
詩
な
し
、而
し
て

其
古

詩
あ
る
、陳
子
昂
其

古
詩
を
以
て
古
詩

と
爲
す
、取
ら

ざ

る
な
り
と
、乃
其
集
中
漢
饒

歌
よ
り
、已
下
擬
せ
ざ
る
所
な
し
、而
し
て

逡
別
、贈
酬
、率
ね
漢
魏

に
倣
ふ
、是
に
於
て
當
時
の
詩
入
、慕
徇
し
て
風
を
成
し
、朱
鷺
、上

之
回
、必
、集
中
に
列
す
、途
別
、膾
酬
、必
、漢
體

を
裝
す
、唯
巧
拙
を

詭
遇
に
論
じ
て
、而
し
て
馳
驅
、範
す
る

な
き
の
恥
づ

べ

き
を
知

ら
す
、古
に
云
ふ
、文
章
、時
遐
に
關
す
と
、則
當
時
士
風
の
輕
佻
、斯

れ
亦
以
て
觀
る
可
し
。

李
白
、擬
古
…樂
府
の
題
、古
に
因
る
と
雖
、而
し

て
機
軸
は
己
に
宙
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如
昌烏

夜

啼
、烏

棲

曲

諸

作
朔辭

思

超

拔
、賀

監

欽
・其

天

才
嚇其

人

李

生

數
.稱
"謝

眺

一不
v置
、而

其

詩

句

法
、

與
γ謝

相

類

者
、問

亦

多

見
、意

其

欽

慕

之

至
、諷

習

之

久
、不
昌自

期

而

致

レ此

邪
、非

"摸

擬

而

然

者

一也
、至
昌

於

子

美

前

後

出

塞

、無

家

別
、新

婚

別

等

作
納辭

不

・離
γ唐
、而
祚

氣

骨

格
、殆

與
昌漢

魏

一抗

衡

者
、乃

又

學

レ古

之

尤

善

者

矣
。

詩

之

有

昌排

律

"也
、獪
該交

之

有

ワ賦

也
、有

"古

詩

"也
、獪
ヨ

文

之

有

昌記

序

'也
、故

古

詩

之

作
、亦

不
昌以

記
・事
、則

以

叙

v事
、是

故

古

詩

銑

篇
、必

專

用

起

伏

頓

挫

抑

揚

開

闔

州然

後

成

v篇
、排

律

成
γ篇
、亦

雖
・有
・用
・此

數

法
一然

對

偶

排

聯

、其

體

所
v尚
、是

以

言
v物

貴
ソ有
昌
.刀

域
嚇成
レ章

貴
レ有
昌界

段
嚇如
二軍

伍

部

署

巳

定

.不
"容
昌復

踰
γ列

而

立
嚇而

古

詩

乃

專

以
昌反

覆

照

應

・成
・篇
、此

　
　
　
　
　

淇

園

詩

話

る
、是
を
以
て
烏
夜
啼
、烏
棲
曲

の
諸
作
の
如
き
、辭
思
超
拔
な
り
、

賀
監
、其
天
才
を
欽
す
、其
人
甼

生
數
謝
眺
を
稱
し
て
置
か

す
、而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

し
て
其
詩
句

の
法
、謝
と
相
類
す
る
者
、間
亦
多

く

見
る
、意
ふ
に

其
欽
慕

の
至
り
、諷
習
の
久
し
き
、自
ら
期

せ
す
し
て
此
れ

を

致

す
か
、摸
擬
し
て
然
る

者
に
非
す
、子
美
が
前
後
出
塞

無
家
別
、漸

婚
別
等
の
作
に
至
り
て
は
、辭
、唐
を

離
れ
ず
、而
し
て
神
氣
骨
格

.

殆
、漢
魏
と
抗
衡
す
る
者
は
、乃
叉
古
を
學
ぶ
の
尤
善
き
者
な
り
.

詩

の
排
律
あ
る
や
、獪
、文
の
賦
あ
る
が
ご
と
し
、古
詩
あ

る
や
獪
、

文
の
記
序

あ
る

が
ご

と
し
、故
に
古
詩

の
作
、亦
以
て
事
を
記
せ

ざ
れ
ば
、則
以
て
事
を
叙
す
.是
故
に
古

詩
の
長
賄
、必
專
ら
起
伏

頓
挫
抑
揚
開
闔
を

用
ひ
て
、然
し
て
後

に
篇

を
成
す
、排
律
の
篇

を
成
す
、亦
此
數
法
を
用
ふ
る
こ
と
あ

り

と
雖
、然
も
對
偶
雛
聯
、

其
體
の
尚
ぶ
所
、是
を
以
て
物
を
言

ふ
に
分
域
あ

る
を
貴
ぶ
、章

を
成
す
に
界
段
あ
る
を

貴
ぶ
、軍
伍
の

部
署
」巳
に
定
ま
り
て
、復

列
を
踰
え
て
而
し
て
立
つ
べ
か
ら
ざ
る
が
如
し
、而
し
て
古
詩
は

乃
專
ら
反
覆
照
應
を
以
て
篇
を
成
ず
、此
れ
排
律
古
詩
體
裁
の
異

る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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日

本

詩
話

叢
書

排

律

古

詩

體

裁

之

異

也
。

孟

浩

然

集
、今

本

誤

字

甚

多

今

摘
昌共

一
二
「宿
昌桐

柏

觀
一詩
、鶴

唳

清

露

垂
、今

本

唳
…
作
v涙
、鷺

濤

空

浩

浩
、今

本

作
露

濤
邁

婦奥

張

二

子

檀

溪

別

業
詩

、停

v杯
問
昌山

簡
「何
似

習

池

邊
ハ今

本

似

作
v以
、蜆

澤

作
、

美

人

騁
昌金

錯

今

本

騁

作
v聘
脳登

總

持

俘

屠
詩

、四

門

開
昌帝

宅
h阡

陌

俯
昌人

家

今

本

俯

作
v附
.宿
武

陽

川
一詩
、就
ソ枕

明

滅
v燭
、扣
v船

聞
昌夜

漁
門明

宇

疑

吹

宇

誤
、永

嘉

浦

逢
昌張

子

容
詩

、蟹

宇

鄰
鮫

室

今

本

蟹

作
レ解
、同
儲

十

八

洛

陽

道

中
嚇中

字

誤

衍

者

也
、此

類

甚

多
。

岑

參

燉

煌

太

守

後

庭

歌
、美

人

紅

糀

色

正

鮮
、倒

垂

高

髻

挿

金

鈿
h醉

坐

藏
γ鈎

紅

燭

前
、不
v知

鈎

在
呂

若

箇

邊
靹爲
v君

手

把
昌珊

瑚

鞭
射

得

牛

段

黄

金

錢
、

三
六

孟
浩
然
が
集
、今
本
誤
字
甚
多
し
、今
其

一
二
を
摘

せ

ん
、桐
柏
觀

　
　
　
　
　
　
な
い

に
宿
す

る
詩
、h鶴
唳
て
清
露
垂
る
、」今
本
唳
、涙
に
作
る
、「鷺
濤
筌

し
く
浩

々
.」今
本
露
濤
に
作
る
、臭
張
二
子

が
檀
溪

の
別
業
に
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

い
か

る
詩
に
^
杯
を
停
め
て
山
簡
を
問
ふ
、習
池

の
邊
に
何
似
ん
と
、」今

本
似
、以
に
作

る
、蜆
海
の
作

に
「美
人
金
錯
を
騁
す
、」今
本
騁
、聘

に
作
る
、總
持
の
淨
屠
に
登
る
詩
、「四
門
帝
宅
を

開
き
、阡
陌
人
家

に
俯
ナ
い
今
本
俯
、附
に
作
る
、武
陽
川
に
宿

す
る
詩
、「枕
に
就
て

明
、燭
を
滅
し
、船
を
扣
て
夜
漁
を

聞
く
、」明

の
字
疑
く
は
吹
字
の

誤
"
氷
嘉
浦

に
し
て
張
子
容
に
逢
ふ
詩
《
蟹
宇
、鮫
室
に
鄰
る
、」今

本
蟹

解

に
作
る
、儲
+
八
の
洛
陽
の
道
中
に
同
す
、中
の
字
誤
り

て
衍
す
る
者
な
り
、此
類
甚
多
し
。

岑
參
が
燉
煌
の
太
守
の
後

庭

の
歌

に
、「美
入
紅
粧
色
正
に
鮮
な

り
、倒
に
垂
る
高
髻
金
鈿
を
挿
む
、醉
坐
鈎
を
藏

す

紅
燭
の
前
、知

ら
す
鈎
は
若
箇
の
邊
に
あ

る

を
、鴛
か

爲

に
手

つ
か
ら
珊
瑚
の

鞭
を
把
り
、射
得
,す
孚
段
の
黄
金
錢
、此
の

中
樂
事
亦
己
に
偏
し
』
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此

中

樂

事

亦

巳

偏
、牛

段

黄

金

錢
、言
賢初

所
ジ賭

金

錢

堆

象

作
v積
、今

美

人

手

把
"珊

瑚

鞭
嚇射

以

中
レ之
、

竟

贏
ド得

其

孕

段
出也
、段

蓋

分

割

截

斷

之

義
、岑

參

集
、遞
昌李

卿
賦

昌後

孤

島

石
一詩
、緑

篥

攅
目剥

蘚
↓尖

頂

坐
昌鷓
鷁

㌦今

本

頂

作
γ碩
。

岑

參

集

中
、句

多
雷

同

者
嚇夫

人

堂

上

泣
ヨ羅

裙
一句

　
　
　

づ

再

見
、
一
興
昌獨

孤

漸
一道
v別

七

言

古

詩
、
一
迭
雷李

明

府
氤七

言

絶

句
、暮

雨

濕
昌行

裝
一迭
昌懷

州

呉

別

駕
駟詩
.

而

細

雨

濕
昌行

裝
嚇見
雫途
昌天

李

何

丞

入
ワ京

詩
茜、其
前

句

云
、回

風

醒
昌別

酒
h而

迭
昌薛

播
一詩
、雨

氣

醒
昌別

酒
"

逾
"劉

郎

將
噌河

東

山

雨

醒

別

酒
n崔

駒

馬

山

池

重

逾
昌宇

丈

明

府
詩

、池

涼

醒
】別

酒
門驍

州

西

亭

陪
v宴

詩
.紅

亭

出
昌鳥

外
n早

秋

與
昌諸

子
登

昌號

州

西

亭
一觀

眺

詩
、亭

高

出
暢鳥

外
肉登
昌嘉

州

凌

雲

寺
剛作
.寺

出

飛

　
　
　
　
　
洪

園

詩
話

と
、牛
段
の
黄
金
錢
は
、初
め
賭
す
る
所
の
金
錢
、堆
燦
し

て
積
を

作
す
、今
美
人
手
つ
か
ら

珊
瑚
の

鞭
を
把
り
、射

て
以
て
之
れ
に

中
て
、竟
に
共
牛
段
を
贏

ち
得
た
る
言
ふ
な
り
、段
は
葢
、分
割
截
、

斷
の
義
、岑
參
か
集
、李
卿
を
逡

り
、孤
島
石
を
賦
し
得
た
り
の
詩
、

　
　
　
　
　

あ
ウ

「線
案
、剥
蘚
を
攅
め
、尖
頂
鷯
鷯
を
坐

せ
し

む
、今
本
、頂
、碩
に
作

る
。

岑
參
集
中
、句
、雷
同
な
る
者
多
し
丐
夫
人
堂
上
羅
裙
に
泣
く
」の
句

再
び
見
ゆ
、
嚇
は
獨
孤
漸
と
別
を
道

ふ
七

言
古
詩
、
}
は
李
明
府

を
遘
る
七
言
絶
句
、「暮
雨
行
裝
を
濕
す
、』懐
州
の
呉
別
駕
を
逡
る

詩
、而
し
て
「紬
雨
行
裝
を
濕
す
』は
、天
李
何
丞
が
京
に

入
る
を
逡

る
の
詩

に
見
ゆ
、其
前
句
に
云
ふ
、面

風
別
酒
を
醒
す
しと
、而
し
て

薛
播
を
逡
る
詩
に
「雨
氣
、別
酒
を
醒
す
、」劉
郎
將
を
途
る
「河
東
の

山
雨
別
酒
を
醒
す
、』崔
尉
馬
山
池
に
し

て

重
ね
て
宇
文
明
府
を

逡
る
詩
、池
涼
に
し
て
別
酒
醒
む
、號
州
の
西
亭

に

宴
に
陪
す
る

詩
、「紅
亭
鳥
外
に
出
づ
、』早
秋
諸
子
と
號
州

の
酉
亭

に
登
・り
觀
眺

、
す
る
詩
、「亭
高
く
鳥
外
に
出
づ
、」嘉
州

凌
雲
寺
に
登
る

の
作
(
寺

は
出
づ
飛
鳥

の
外
」封
大
夫
に
陪
し
て
瀚
海
亭
に
宴
す
る
納
涼
の

詩
、「細
管
清
絲
を

雜
ゆ
、』嚴
河
南
を
逡
る

七
言
律
、「嬌
歌

急
管
清

絲
を
雑
ゆ
、」此
り
若
き
の
類

一
に
し
て

足
ら
す
、樫
全
被
放
を
逡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
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日

本

詩

話

叢

書

烏

外
、陪

封

大

夫
噂宴

瀚

海

亭

紬

凉

詩
、細

管

雜

清

絲

「迭
昌嚴

河

南

甲七

言
.律

矯

歌

急

管

雜
昌青

絲
「若
v此

類
、不

=

而

足
嚇至
v如
τ邃
編崔

全

被

放
一逾
昌薛

彦

偉
嚇逾
巳

蒲

秀

才

三

詩
h全

篇

大

牛

雷

同
、因

知

岑

參

詩
、多

不
v經
v思

而

成

故

也
。

杜

甫

林

花

署
膨雨

臙

脂

濕
、今

本

作
v落
、按

王

彦

輔

読

云
、此

詩

題
轟於

院

壁
n濕
∵
字

爲

昌蝸

蜒

所

'蝕
、蘇

長

公
・黄

山

谷

秦

少

游

偖
昌僭

佛

印
門因
v見
二缺

字

嚇各
.拈

昌

一
字
補

レ之
、蘇

云
γ潤
、黄

云
v老
、秦

云
v嫩
、佛

印

云
v落

、

覓
"集

驗
γ之
、乃

濕

字

也
、見
昌杜

詩

詳

注
嚇前

輩

雖
v讀
鷁

古

人

詩
嚇於
昌其

字

眼

之

處

嚇輙

用
γ心

便

爾
。

杜

甫

七

言

古

詩
、往

往

出
昌奇

語
以

令

邑其

格

頓

高
嚇

如
昌偏

側

行

中

嚇行

路

難
レ行

澁

如
γ棘
、我

貧

無
v乘

非

"無
v足
、姜

七

少

府

設
ぴ膾

歌
、河

凍

昧

魚

不
壁易
シ得
、鑿

　

　
　
　

　

・　
　
　
　
　

三
八

る
.薛
彦
偉
を
逡
る
、蒲
秀
才
を
逸
る

三
詩

の
如
き
に
至
り
て
は
、

全
篇
大
牛
雷
同
す
、因
て
知
る
岑
參
か
詩
、多
く

思
を
經

亠丁
し
て

而
し
て
成
る
故
な
る
こ
と
を
。

社
甫
「林
花
雨
を
著
け
で
臙
脂
濕
ふ
、」今
本
落
に
作
る
、按
す
る
に

王
彦
輔

が
論

に
云
ふ
、此
詩
院
壁

に

題
す
、濕
字
蝸
蜒
に
蝕
せ
ら

る
、蘇
長
公
、黄
山
谷
、秦
少
游
、僭
佛
印
と
偕

に
缺
字
を
見
る
に
因

　

ぜ

て
、各

一
字
を
拈
し
て
之
れ
を

補

ふ
、蘇
は
潤
と

云
ふ
、黄
は
老
と

云
ふ
、秦
は
嫩
と
云
ふ
、佛
印
は
落
と
云
ふ
、集
を
覓
め

て
之
れ
を

驗
す
る
に
乃
濕
の
字
な
り
と
.杜
詩
詳
注

に
見

ゆ
、前
輩
古
人
の

詩
存
讀

む
と
雖
、其
字
眼
の
處
に
於

て
、輙
、心

を
用
ふ
る
こ
と
便

ち
爾
り
。

杜
甫
七
言
古
詩
、往

々
奇
語
を
出
だ
す
、以

て
其
格
を
し

て
頓
に

高
か
ら
し
む
、偏
側
行
中
の
如
き
、「行
路
行

き
難
ふ

し

て
澁
る
こ

と
棘

の
如
く
、我
貧
に
し
て
乘
な
く

と
も

足
な
き
に
非
す
し、姜
七



a
J
,珊 ●

v冰

恐
v侵

淘

伯

實

趙

公

大

食

力

歌
、憑
v軒

拔
v鞘

天

爲

高
、飜
v風

轉
レ臼

木

怒

號
、叉

云
、蜀

江

如
v線

針

如

"
水
、前
苦

寒

行
、楚

行

爽

峡

水

入
v懐

叉

云
、凍

埋
昌蛟

龍

一南

浦

縮
…、晩

晴

詩
、赤

日

照

耀

從
v西

L豕
、亠
ハ
龍

寒

急

光

俳

徊

、惜

別

行
、裁
昌縫

雲

霧

」成
唱御

衣
嚇久

雨

期
昌

王

將

軍
の不
γ至
、異

獸

如
F飛

星

辰

落

、應
v弦

不
v礙

蒼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

O

山

高
、逾
昌孔

集

父
嚇釣

竿

欲
v拂

昌珊

瑚

樹
門叉

云

蓬

莢

織

女

回

雲

車

、指

織

虚

無

是

征

路
、丹

青

引
、須

臾

九

重

眞

龍

出
、
r
洗

萬

古

凡

馬
ボ空
、曹

將

軍

畫

馬

圖

歌
、輕

紋

細

綺

相

追

飛

之

類
、皆

是

奇

語
、而

子

美

出
v奇
、其

意

唯

在
ヨ以
『此

約

昌冗

語
ハ且

使
v無
v失
"其

紳

彩

生

色
嚇譬

獪

昌名

畫

用
つ筆

、大

劈

大

畫
、寧

失
昌形

似

嚇無

レ挫
昌氣

勢

肉如
昌自

樂

天

七

言

歌

行
納乃

是

俗

書
、

但

知
.摸

昌畫

象

形

一而

塗
.抹

丹

青
亠耳
、至
v如
儡韓

退

之
・

　
　
　
　
　

洪

園

詩

話

少
府
膾
を
設
く
る
歌
《
河
凍
し

て
味
魚
得
易

か
ら

す
、冰
を
鑿
っ

て
河
伯
宮
を
侵
さ
ん
こ
と

を
恐
る
、」趙
公
大
食
力
の
歌
「軒
に
憑

り
て
鞘
を
拔

け

ば
天
爲

に
高
し
、風
を
翻
し
日
を
轉

し
て
木
怒

號
す
、」叉
云
ふ
「蜀
江
、線
の
如
く
針
、水
の
如
し
、」前
苦
寒
行
↓
楚
行

'
夾
峽
水
懷
に
入
る
」、又
云
.凍
は
蛟
龍
を
埋
め
て
南
浦
縮
す
、』晩
晴

の
詩

に
、「赤
日
照
耀
西

よ
り

來

る
、六
龍
寒

急
光
俳
徊
、』惜
別
行

「雲
霧
を
裁
縫
し
て
御
衣
を
成
す
、」久

雨
、王
將
軍
に
期
す
る
に
、至

ら
す
「異
獸
飛
ぶ
が

如
く
星
辰
落
っ
、弦
に
應

じ
て

礙

へ
す

蒼
山

高
し
、し孔
巣
父
を
逡
る
、「釣
竿
、珊
瑚
樹
を
拂

は
ん
と

欲
す
.」叉
云

ふ
「蓬
莢
織
女
回
雲
車
、指
點
す
虚
無
是
征
路
、」丹
青
の
引
「須
臾
に

九
重
眞
龍
禺
づ
、萬
古
の
凡
馬
を

】
洗
し
て

室
し
、」曹
將
軍

が
電

馬
の
圖
歌
「輕
紋
細
綺
相
追
ふ
て
飛
ぶ
」の
類
、皆
是
れ

奇
語
、而
し

　
て
子
美
が
奇
を
出
だ
す
、其
意
唯
此
れ
を
以
て
冗
語
を
約
す
る
に

在
り
、且
、其
禪
彩
生
色
を
失
ふ
こ
と
無
か
ら

し
む
、譬

へ
ば

獪
名

盡
の
筆
を
用
ふ
る
が
ご
と
し
、大
劈
大
畫
、寧

ろ

形
似
を

失
ふ

と

も
氣
勢
を
挫
く
じ
と

無
か
れ
、自
樂
天

が
七
言
歌
行

の
如
き
、乃

是
れ
俗
書
、但
、象
形
を
摸
畫
し
て
丹
青
を
塗
抹

す
る
こ
と

を

知

　
る

の
み
、韓
退
之
、

仝
が
如
き
に
至
り
て
は
、徇
專
ら
怪
奇
を

徇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
九



出

脚5

》渦㏄〃

　

　
　
　
　

日

本

詩

話

叢

書

盧

全

尚

專

爾
昌怪

奇
冖卻

亦

是

粗

書

惡

筆
、殆

所
γ謂

里

婦

而

效
纈西

施

之

病

顰
一者

矣
。

初

唐

七

言

古

詩
、辭

雖
v過
昌繁

縟
嚇而

作

者

主

意
、率

亦

皆

在
、以
り此

寫
昌其

神

彩

生

負

盛

唐

歩

繁

縟

徇
昌

雅

健
門而

用
γ筆

稍

粂
昌有

流

動

之

態
嚇中

唐

乃

喜

事
昼

流

動
鞘而

不
v知
事寫
昌紳

彩

生

色
一之
.爲
凸善
、然

此

其

所

失
、亦
在
賢其

句

句

求
呂結

束
"以

便
即收

熬
司

太

白

烏

棲

曲
、乃

爲
騨黄

雲

城

中

夥

士
h寫
下其

日

暮

想
昌像

秦

川

家

雲

裡

閨

闘

之

紳

象
亠者
、故

繋
昌黄

城
一

以
昌共

日

哺

之

景
幽而

秦

川

女
、其

形

紳

意

態
、卻

唯

在
轟朦

朧

彷

彿

之

中
㌦冩
.隔
v聰

語
、乃

其

寫
昌朦

朧
著

也
、停
膨梭

悵

然
、乃

其

寫
昌彷

彿
著

也
。

王

維

古

詩

同

崔̀

傳

答
5賢

弟
詩

、氣

跌

蕩

而

語

錯

落
、全

篇

主

意
、乃

結

語

所
レ云
.遙

想

風

流

第

一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

ぶ
、卻
て
亦
是
れ
粗
書
悪
筆
、殆
、謂
ゆ
る
里
婦

に
し

て

西
施
の
病

顰
に
效
ふ
者
な
り
。

初
唐
の
七
言
古
詩
、辭
、繁
縟
に
過
ぐ

と
雖
、而
し

て
作
者
の
主
意

率
ね
亦
皆
在
り
、此
を
以
て
其
紳
彩
生
色
を

寫
す
に
、盛
唐

は
繁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で

縟
を
去
り
て
雅
健
を
徇
ぶ
、而
し
て
筆
を
用
ふ
る
稍
流
動
の
態
を

裳
有
す
、中
唐
は
乃
喜
ん
で
流
動

を

事
と
す
、而
し

て
紳
彩
生
色

を
寫
す
の
善

た
る
を

知
ら
す
、然
し
て
此
れ
其
失
す
る
所
、亦
其

句

々
結
束
を
求
め
、以
て
收
熬
に
便
す
る
に
在
り
。

太
白
が
烏
棲
曲
、乃
黄
雲
城
中
の
將
士

の
爲

に
、其
日
暮
、秦
川
の

家
、雲
裡
閨
閤
を

想
像
す

る
の
紳
象
を
寫
す
者
な
り
、故
に
黄
城

に
繋
る
に
其
日
哺

の
景
を
以
て
す
、而
し

て
秦
川

の
女
は
、其
形

榊
意
態
.卻

て
唯
朦
朧
彷
彿
の
中
に
在
り
て

寫
す
、臚
を
隔

て
ゝ

語
る
と
は
、乃
其
朦
朧
を
寫

す
者
な

り
、梭
を
停
め
て
悵
然
た
る

は
、乃
、其
彷
彿
を
寫
す
者
な
り
。

王
維
か
古
詩
、崔
傳
と
同
じ
く
賢
弟

に
答
ふ

る
詩
、氣
跌
蕩
と
し

て
而
し
て
語
錯
落
、全
篇

の
主
意
は
、乃
結
語

の
云
ふ
所
隅遙
に
想

ふ
風
流
第

}
の
人
」と
は
、即
是
れ
全
篇
の
主
意
、其
前
十
五
句
、竝
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者
、即
寔

桑

篇

主

意
、其

前

十

五

句

竝

是

遙

想

中

語
、或

以
レ景

逼
レ之
、或

以
昌時

事
"逼
γ之
、或

以
滬他

人

所
昌

品

題
'逼

相
〆
之
、而

}　
嘲
皆

莫
v所
レ不
レ以
乱其

風

流

灑

落
鰤也
、入

唯

知
7稱
昌其

佳

句
内夜

火

人

歸

富

春

郭
、秋

風

鶴

唳

石

頭

城

等

類
r、而
不
v知

其̀

篇

法

之

妙

更

倍
一也
。

酬
昌張

謹
詩

、亦

寫
盞

其

人

物

風

流
葡

時

復

攘
v梧

聊

隱

几
、故

園

高
v枕

度

"三

嚢

永

日

垂
v帷

絶
出四
鄰

等

語
、作

者

意

思

唯

要
智將
"其

人

李

日

家

居

風

流

逸

態
一寫

出
來
上、而

李

順
・高

適
・岑

參

古

詩
、率

皆

如

v此
、申
・唐

人

絶

無
"動

v此

意

想
嚇賈

島

五

言

律
、暮

過
昼

山

邨
詩

、數

里

闘
寒

丞

山

家

少
昌四

鄰
鞠怪

禽

瞞
曠

埜
{落

日

恐
昌行

人
内初

月

未
v終
v夕
、邊

烽

不
レ過
γ秦
、蕭

條

桑

柘

外
、燈

火

漸

相

親
、此

詩

備

寫
昌血

村

昏

行

　
　
　
　
　

淇

園
詩

話

に
是
れ
遙
想
申
の
語
、或
は
景
を
以

て

之
れ

に
逼

り
、或

は
時
事

を
以
て
之
れ

に
逼
り
、或
は
他
人
の
品
題
す
る
所
を
以
て
逼
り
て

之
れ
を
想
ふ
、而
し
て

一
々
皆
其
風
流
灑
落
を

似

て

せ

ざ
る
所

な
し
、人
唯
其
佳
句
を
稱
し
「夜
火
人
は
歸

る

富
春
郭
、秋
風
鶴
は

唳
く
石
頭
城
』等
の

類
を

知
り
て
、而
し
て
其
篇
法
の
妙
更
に
倍

す
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

張
謹
に
酬
ふ
詩
、亦
其
人
物
風
流

を

寫
盡
せ
り
、而
し
て
「時
に
復

　
　
　
　
　
　
　

よ

梧
に
據
り
、聊
.儿
に
隱
る
」、「故
園
枕
を
高
ふ

し

て
三
春
を
度
る
」、

「永
日
帷
を
垂
れ
て

四
鄰
を
絶
す

し等
の
語
、作
者
の
意
思
唯
其
入

平
日
家
居
風
流
逸
態
を

將
て
、寫
し
出
し
來
ら
ん

こ
と

を
要
す
、

而
し
て
李
順
・高
邁
・岑
參
が
古
詩
、率
ね
皆
此

の
如
し
、申
唐
の
入
、

絶
え
て
此
の
如
き

意
想

な
し
、賈
島

が
五
言
律
、暮
に
山
邨
を
過

ぐ
る
詩
↓
數
里
、寒
水
を
聞
き
、山
家

四
鄰
少

な
り
、怪
禽
曠
野

に

啼
き
、落
日
行
人
恐
る
、初
月
未
だ
夕
を
絡

へ
す
、讖
烽
秦
に
過
ら

す
、蕭
條
た
る
桑
柘
の
外
、燈
火
漸
く
相
親
し
む
e
此
詩
備

に
山
村

昏
行

の
景
を
寫
す
、況
や
人
家
寥
落
、禽
日
昏

に
叫
ぶ
、薪
月
忽

ち

沒
し
、邊
烽
遠

く
燒
く
、遠
林

の
燈
光
を

望
ん
で
、覺

へ
す
趁
逐
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
一
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日

本

詩

話

叢

書

之

景

沈

人

家

寥

落
、禽

叫

肩

昏

薪

月

忽

沒
、邊

烽

遠

燒

、望
昌遠

林

燈

光
h不
y覺

趁

逐

相

親
、其

摸

寫

非

ゾ不
v妙
、唯
寫

レ景

雖
v逼
v眞
、而

寫
F情

如
昌影

響

一不
嚊復

見
翼

其

有

身

分
一竟

不
v免
v類
蒐

詩

也

巳
。

詩

寫
レ情

須
亀必

有

v體

有
τ用

.體

則

未
v入
ゾ場

前
、心

本

巳

有
v蓄
レ之

者

是

也
、用

則

凡

應
レ物

而

感
、觸
v境

而

生

之

薦
、皆

是

也

、蓋

體

爲
ジ
内
、用

爲
v外
、如
7王

維

不

り
知
昌香
積

寺
嚇數

里

入
中雲

峰
上、不
知

是

體
、入

是

用
、然

而

或

因

昌言

外
苡

著

翼

内
n或

因
γ舉

V内

以

見
髀翼

外
幽

者

、皆

必

不
ン可
γ無
昌此

法
{而

但

、偏

言

者

、内

如
昌夢

境
ハ

外

如
昌幻

影
一則

斷

不
v可
v爲

昌
一
語

一也
。

本

邦

中

古
、文

風

太

盛
、科

第

銓

選
、
一
倣

昌唐

制
齷

昌

清

華

樞

切
「時

由

昌詩

賦

誰

、於
v是

海

内

彬

彬

賢

俊

踵

興
、蓋

數

百

年

間
、家
.藏
昌和

壁

門人
.握
轟隋

珠
h殆

比
昌

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

四
二

親
し
む
、其
摸
寫
妙
な
ら
ざ
る
に
非
ず
、唯
景
を
寫

す

こ
と
眞
に

逼
る
と
雖
、而
し
て
情
を
寫

す
こ
と

影
響
の
如
く
、復
此
ハ身
分

あ

る
を
見
す
、竟
に
鬼
詩
に
類
す
る
こ
と
を
冤
れ
ざ
る
の
み
。

詩
の
情
を
寫
す
、須
く
必
體
あ
り
用

あ
る

ぺ

し
、體
は
則
未
だ
場

に
入
ら
ざ
る
前
、心
本
已
に
之
れ
を
蓄
ふ
る
こ
と
あ
る
者
是
れ
な

り
、用
は
則
凡
そ
物
に
應
じ
て
感
じ
、境
に
觸
れ

て

生
す
る
の
矚
、

皆
是
な
り
、葢
體

は
内
た

り
用
は
外
た
り
、王
維
「香
積
寺
を
知
ら

bす
、數
里
雲
峰
に
入
る
」の
如
き
、不
知
は
是
れ
體
、入
は
是
れ
用
、然

し
て
或
は
言
外
に
因
て
以
て
、共
内

を

箸
は

す
、域
は
内
を
擧
ぐ

る
に
因
て
以
て
、其
外
を
見

す
者
、皆
必
此
の
法
無

く
ん

ぱ
あ
る

　
　

　
　
　
　
　
ぐ

べ
か
ら
す
、而
し
て
但
偏
言
す
る
者
は
、内
、夢
境
の
如
く
、外
、幻
影

の
如
く
、則
斷
え
て

一
語
を
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

本

邦

中

古

、交

風

太

だ
盛

な

り
、科

第

銓

選

、
一
に
唐

制

に
倣

ふ
、清

華

樞

切

と

雖

、時

に
詩

賦

よ

り

進

む

、是

に
於

て
海

内
彬

々
と

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す

て
、賢

俊

踵

ぎ

て
興

る
、葢

數
百

年

聞
、家

に
和
璧

を

藏

し
、人
隋

珠

を

握

る
、
殆
、其

隆

を
開

天

に
比

す
、其

後

數

次

の
兵
燹

、名

公

の
著
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其

隆

於

開

天
噌矣
、其

後

數

次

兵

燹
、名

公

著

作

都

亡
昌次

燼
嚇前

烈

典

刑
、蕩

滅

略

毳
、可
v惜

莫
v甚
v焉
.蓋

其

遺

篇

剰

什

問

存

者
、或

見
昌焚

餘

之

殘

簡
n或

傳
邑

海

外

之

偶

録
奉

皆

莫
v不
7以

競
昌光

於

珪

璋
嚇爭
.彩

於

錦

繍
出矣
、如
鴛安

部

仲

痲

呂

銜
v命

使
昌本

國
一五

言

排

律
・、已
膾
昌炙

盛

唐

諸

人

之

旦

其

詩

載
於

唐

詩

品
・彙
嚇但

其

書
昌名

胡

衡
著

.乃

朝

衡

之

誤
、仲

麻

呂

・在
v唐

留

學

時
、玄

宗

授

以
昌祕

書

監

職
嚇因

自

改
鱈共

姓

名
稱

昌朝

衡
肉朝

音

近
v晁
、故

或

叉

稱
窕

衡
肉李

臼

有
冨日

本

晁

卿

辭
鶚帝

都
詩

轟、王
維

有
事邃
蠶祕

書

晁

監

歸
}"日

本
一詩

序
よ、皆
乃

爲
昌仲

痲

呂
q作

者

也
。

三

百

篇

固

詩

之

源

也
、然

孔

門

之

教

以
γ詩

爲
v先

者
.共

意

本

非
γ徇
昌夫

田

唆

紅

女

之

謠

也
、詩

者

蓋

聖

入

探
賀其

民

所
一謳

歌

購之

辭
よ、因
纂

緝

以

次
出序

之
嚇

　
　
　
　
　

淇

園
詩

話

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

ほ
ぼ

作
、都
て
次
燼
に
亡
ぶ
、前
烈
の
典
刑
.蕩
滅
し

て
略
盡
く
、惜
む

へ

　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

き
こ
と
焉
よ
り

甚
し
き
は
な
し
、葢
、其
潰
篇

剰
什
、問
存
す
る
者
、

或
は
焚
餘
の
殘
簡
に
見

へ
、或
は
海
外
の
偶
録
に
傳
ふ
、率
ね
皆

以
て
光

を
珪
璋
に
競
ひ
、彩
を
錦
繍
に
爭
は

ざ
る
は
な
し
、安
倍

の
仲
痲
呂
.命
を

銜
ん

で
本
國
に
使
す
る

五
嘗
排
律
の
如
き
、巳

に
盛
唐
諸
人

の
ロ
に
膾
炙
す
.其
詩
.唐
詩
品
彙
に
載
す
、但
其
名

を
胡
衡
と
書
す
る
は
、乃
朝
衡

の
謨
な
り
、仲
麻
呂
、唐
に
在
り

て

留
學
す

る
障
、玄
宗
授
く
る
に
祕
書
監

の
職

を

以
て
す
、因
て
自

ら
其
姓
名
を

改
め
て
朝
衡
と
稱
す
、朝
の
音
、晁
に
近
し
、故
に
或

は
叉
晁
衡
と
稱
す
、李
白
、臼
本
の
晁
卿
帝
都
を

辭
す
の
詩
あ
り
、

王
維
、祕

礬
晁
監
が
日
本
に
蹄

る
を
逶
る
詩
序

あ
り
、皆
乃
伸
麻

呂
の
爲
め
に
作
れ
る
者
な
り
。

三
百
篇
は
、画
よ
り
詩
の
源
な
り
、然
し
て
孔
門

の
敏
、詩

を
以
て

先
爲
す
者
は
.其
は
意
は
本
、夫
の
田
駿
紅
女
の
謠
を
徇
ぶ
に
非
す

詩
は
葢
、聖
入
.其
民
の
謳
歌

す
る
所
の
辭
を
探
b
・。因
て
纂
緝
し

以
て
之
れ
を
次
序
し
、編
列
し
て
以
て
之

れ

を

先
後
す
、而
し
て

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

四
三
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…………㎝
　

　
　
　
　

日

本

詩

話

叢

讐

編

列

以

先
後

之
嚇而

於
昌其

纂

緝

編

列

之

間

嚇因

以

言

昌天

下

斫
v宜
v志

之

志

嚇因

以

立

天̀

下

所
〃宜

v遘

之

道

一者

也
、是

故

所
v謂

温

柔

敦

厚

者
、亦

唯

稱

ヨ於

夫

所

v立

之

逶
、輿
昌所
v言

之

志
葡

初

非

レ稱

"巽

辭

氣

文

彩

也

巳
、後

之

論
昌作

詩

鯛者
、昧

昌乎

斯

義
嚇動

輙

引
昌禮

記

百

昌風

雅

而

不
v置
、然

而

彼

且

連
γ篇

累
v章
、月

鍛

日

錬
、曷

嘗

見

F有

γ盆
呂於

其

爲
ツ人

也
、於

虚

誣

矣
、雖

v
然
吟
v情

咏
v性

、哦

v風

弄
γ月
、人

所
昌必

有

一之

事
、而

其

既

有
レ辭
レ之
、則

安

得
v不
昌叉

文
p之

哉
、其

既

巳

辭
レ之

則

必

五

言

七

言
、其

已

交
v之
、則

必

體

裁

格

調
、舍
昌

齔

數

者
一詩

不
v詩

矣

.則

不
7以

足
尉託
昌情

威

於

吟

諷
門

而

寄
も興

趣

於

百

載

甲也
、且

吉

甫

不
v有
昌清

風

之

頌

軸

乎

、夫

子

不
v有

二龜

山

之

操
一乎
、蓋

有
v暇

而

學

有
v威

而

作
、君

子

未
昌必

譏
7之
、蜘
.叉

後

進

小

子
、速

習

昌於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

其
纂
緝
篇
列
の
間
に
於
て
、因
て
以
て
天
下
の
宜
し
く
志
す

べ
き

所
の
志
を
言
ひ
、因
て
以
て
天
下
の
宜
し
く
道
と
す
べ
き
所
の
道

を
立
つ
る
者
な
り
、是
故
に
謂
は
ゆ
る
淵
柔
敦
厚

な
る
者
と
は
、

亦
唯
夫
の
立

つ
る

所
の
道
と
、言
ふ
所
の
志

と
を
稱
す
、而
し
て

初
よ
り
其
辭
氣
文
彩
を
稱
す
る
に
非
ざ
る
の
み
、後
の
作
詩
を
論

　
　
　
　
　
　
　

や
し
も

す
る
者
、斯
義
に
昧
く
、動

す

れ

ば
輙
、禮
記

を
引
き

風
稚

を
ロ

に
し
て
置
か
す
、然
り
而
し
て
彼

の
且
篇
を
連
ね
章
を

累
ね
、月

に
鍛

ぴ
日
に
錬
る
と
も
、曷
ぞ
嘗
て
其
人
と
爲

る
に
釜
あ
る
を
見

　
あ
し

ん
、於
虚
誣
ひ
た
り
、然
り
ど
雖
、情
を
吟
じ
性
を
咏
じ
、風
に
哦
し

月
を
弄
す
、入
の
必
す
有
る
所
の
事
、而
し
て
其
れ
既
に
之
れ
を
辭

す
る
こ
と
あ

ら
ば
、則
安
ん
ぞ
叉
之
れ
を
文
ら

ざ
る
こ

と
を
得

ん
や
、其
既
巳
に
之
れ
を
辭
に
す
る
と

き
は
、則
五
言
七
言
、其
れ

巳
に
之
れ

を
文
る

と
き
は
、則
必
體
裁
格
調
、此
數
者
を
舍
て
ば
、

詩
、詩
な
ら
す
、則
以

て
情
感
を
吟
諷
に
託
し
て
、而
し
て
、興
趣
を

百
載
に
寄
す

る
に
足
ら
す
、且
、吉
甫
、清
風
の
頌
あ
ら
ざ
る
か
、夫

子
、龜
山
の
操
あ
ら
ざ
る
か
、葢
、暇
あ
り
て
而
し
て
學
び
.感
ず

る

こ
と
あ
む

て
而
し
て
作
ら
ば
、君
子
未

だ
必
し
も
之

れ
を
譏

ら



5

丈

字
莫

"善
v學

作

詩
蓋

數
.其

用
v文

以

邇
"其

情

故

也
、是

故

余

不
冒敢

以
昌今

歌

詩

一儕
中之

三

百

篇

者
n而

以

吟
v倩

咏
"性
、則

叉

未
F欲
昌其

輙

廢
7之

也
。

す
抑
叉
後
進
の
小
子
速
に
文
宇
を
習
ふ
は
作
詩
を
學
ぶ
よ
り
善

　
　
　
　
　

ぐ

き
は
な
し
、葢
數
其
文
を
用
ひ
て
以
て
其
情
を
濔
て

す
る
か
故
な

り
、是
故
に
余
敢
て
今
の
歌
詩
を
以
て
之
れ
を
三
百
篇
な
る
者
に

儕
べ
す
、鄭
れ
ど
も
以
て
情
を
吟

じ
、性
を
脉
す
る
と
き
は
、則
叉

未
だ
其
輙
之
れ
を
廢
す
る
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
な
り
。

蠅

洪

園

詩

話

四
五



日

本

詩

話

叢

書

四
六
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5

淇

園

詩

話

繆



5

ス
　

　
　

　
　
　

　
　

　
ユ

跋
淇

園
詩
請

　

　

　

　

　

　

ル

　
ジ
テ

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

セ
シ
ム

チ

　

　
　

ニ

　
フ

　

チ

　
テ

　
グ

　

　
　

お
　

　

ラ

淇

園

先

生

詩

話

成

、命

二淡

園

二

君

及

僕

狡

乏

、今

既

卒
v業
、以

授
二剞

劉

僕

嘗

ク

テ

　

　
　

ま

レ

ハ

　
　

ス
ル

　
　

テ

　

　
　

レ
レ
モ

　

ハ

ギ

　

　
　

ハ

タ

　

　

　
　

ゾ

ケ
ン

聞
乏

於

先

生

夫

詩

吟
剃咏

性

情
一者

爾
、然

高

山

仰

止
、景

行

行

止
、學

者

曷

可

　

　

　

ス
ル

　
　

キ

ノ

ハ

ト
シ

　
　

ィア

ハ

ト
ス
ル
ね　

　

ユノ

ぐ

ス
ル

　

　
　

コ

　

　
　

ス
ル

メ
ソ
ト

ル

V無

V所

二仰

行

一焉

如

下夫

宋

主

二骨

力

萌

主

申聲

調

"各

偏

於

一
端

一者

也

、欲

γ學

二其

文

　

　

テ

　
　

テ
ぐ

ヲ

の　
カ

ヵ
ソ

レ
ゑ

　

　

コ

フ

　

ノ

　

　

ゴ

フ

　

　

　

　

テ

　

ノ

質

彬

彬

者

、舍

v唐

奚

適
、然

僕

亦

竊

謂
、崔

氏

二

童
、夙

振

一騷

壇

之

金

玉
葫

家

　

　

ノ

レ

　
　

リ
チ

ノ

カ

ス
ル

カ

　

ル

ル
ニ

テ

チ

シ

宿

儒
、其

詩

不
V免

酒

肄

行

厨

之

嘲
則

天

稟

所
レ資

、非

邪
、要

亦

在
V丕

以
V資

廢

　

チ

テ

チ

セ

リプ

　

　
　

ノ

　

　

　
　

ニ

メ
ニ

　
　

ノ

ス

　
　

チ

　

　

　

　
　

テ

ユ

ヘ
メ

リフ

γ學

以

論

縛
"オ

也

歟

、此

書

先

生

特

爲
二後

準

示
二義

方

者

也
、學

者

由
v是

思
v之

、

　

　

ク
　バ

ク

　
セ
ソト

ノ

　
ニ

則

庶

幾

能

駸

罰漸

開

天

佳

境

一云

。

明

和
庚

寅

春

三
月

門
人
　

亭
安

　
巖

垣

明

謹

書

蝣

跋
二
洪

園

詩

話
"


